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▽
こ
の
度
、広
報
担
当
を
卒
業
と
な
り
ま
し

た
。取
材
な
ど
で
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。優
し
く
励
ま
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
や
、時
に
は
厳
し
い
お
叱
り
も
、ど

れ
も
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。感
謝
は

つ
き
ま
せ
ん
が
、こ
れ
で
ペ
ン
を
置
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
Ｋ
）

▽
四
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
広
報
担
当
と
な

り
ま
し
た
。新
た
な
気
持
ち
を
胸
に
広
報
紙

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｎ
）

▽
引
き
続
き
広
報
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。今
年
度
は
い
ろ
ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　（
Ｉ
）
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叶佳ちゃん
白虎くん
天孝くん

（平成21年12月13日生）

（平成22年12月30日生）

（平成26年11月1日生）

上天草市に在住している0～5歳のお子さんで①住所②子ども
の氏名③ふりがな④生年月日⑤保護者の氏名⑥子どもに対す
るコメント（30字以内・どなたからでも結構です）⑦連絡先を添
えて上天草市総務課秘書広報係（〒869ー3692上天草市大矢
野町上1514）まで送ってください。なお、写真の裏面には、お子
さんのお名前を記入してください。応募多数の場合は、先着順
に掲載となりますのでご了承ください。
※原則お写真の返却はいたしませんのでご了承ください。

かわいい子どもの写真を
募集しています！
かわいい子どもの写真を
募集しています！

市役所の開庁時間
月曜日～金曜日の
午前8時30分～午後5時15分
（ただし、祝･休日、年末年始を除く）

きょうか

はくと

てんこう

長瀨

　春の全国火災予防運動の一環として３月４日、あ
そか保育園幼年消防クラブの園児らが、同園から上
天草物産館さんぱーるまでの約１㌔を歩き防火パ
レードを行いました。
　園児らは消防署職員を先導に、「戸締り用心、火の
用心」の言葉に合わせ、拍子木を打ち鳴らしながら
防火を呼びかけました。さんぱーるでは鼓隊の演
奏をして「絶対に火遊びをしません」と防火の誓い
を宣言しました。

春の
全国火災予防運動

春の
全国火災予防運動

▲

あそか保育園幼年消防クラブの

　防火パレード

編  

集  

後  

記

人と海のふれあうまち人と海のふれあうまち

●パパ

●ママ

長瀨 丈二さん

　　 恵理佳さん

家族が増えにぎやかになりました。3人ともすく
すく成長して、個性豊かに育ってね！！

大矢野町

◆保護者から

上天草市HP
再生紙を使用しています。



　

第
１
回
上
天
草
市
議
会
定
例
会
の

開
会
に
際
し
ま
し
て
、
私
の
所
信
表

明
を
申
し
述
べ
る
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し

て
、私
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、

選
挙
公
約
に
掲
げ
た
「
５
つ
の
柱
」
を

中
心
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

つ
目
は
、
全
力
で
市
政
の
信
頼

を
回
復
し
、
そ
し
て
再
建
す
る

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
公
共
工
事
を
舞

台
と
し
て
発
生
し
た
２
度
の
汚
職
事
件

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
行
政
に
対
す
る

信
頼
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
職
員
の
公
正
・

中
立
な
業
務
の
遂
行
を
目
指
し
、
職
員

自
身
の
規
範
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
適
正
な
競
争
と
地
場
企
業
育
成

を
両
立
し
た
入
札
制
度
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
昨
年
7
月
に
策
定
し

た「
上
天
草
市
職
員
倫
理
規
則
」や「
上

天
草
市
職
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
活
用
し
て
職
員
研
修
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
入
札
に
お
け
る
過

度
な
競
争
を
避
け
、
建
設
事
業
者
の
健

全
な
経
営
環
境
や
工
事
の
品
質
確
保
を

主
眼
に
お
い
た｢

最
低
制
限
価
格
制
度
」

の
導
入
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
特
に
、
公
共
工
事
の
発
注
に
お
き
ま

し
て
は
、
本
年
２
月
に
設
置
・
開
催
し

た｢

入
札
監
視
委
員
会
」
に
よ
り
、
各

種
手
続
き
の
透
明
化
と
公
正
な
競
争
の

確
保
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

つ
目
は
、
将
来
を
見
据
え
た
行

財
政
改
革
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
昨
年
、
上
天
草
市
は
市
制
施
行
10
周

年
の
節
目
を
迎
え
、
平
成
26
年
度
か
ら

地
方
交
付
税
の
一
本
算
定
に
伴
う
激
減

緩
和
措
置
が
開
始
さ
れ
、
５
年
後
の
平

成
31
年
度
に
は
、
約
８・
２
億
円
の
歳

入
予
算
縮
減
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
の
財
政
を
鑑
み
た
、
大
型
事
業

の
精
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
図
書
館
建
設
を
含
め
た
「
宮
津
地
区

開
発
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
直
ち
に
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
が
な

い
こ
と
か
ら
、
減
額
す
る
補
正
予
算
を

本
議
会
に
上
程
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
前
島
地
区
総
合
開
発
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
事
業
な
ど

の
精
査
と
現
状
を
踏
ま
え
た
今
後
の

方
針
を
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
や
ス

パ
・
タ
ラ
ソ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
老
朽

化
や
起
債
の
償
還
終
了
に
よ
り
、
今
後

の
方
針
転
換
を
考
え
る
時
期
に
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、継
続
あ
り
き
で
は
な
い
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

つ
目
は
教
育
環
境
の
向
上
と
子

育
て
支
援
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
の
教
育
環
境
に
つ
き
ま
し
て

は
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
を
背
景
と
し

た
人
口
減
少
の
中
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
社
会
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

労
働
体
験
を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
る
な

ど
、
社
会
で
働
い
て
い
る
人
々
の
苦

労
と
現
実
の
理
解
促
進
と
郷
土
愛
の

醸
成
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
将
来
の
財
政
負
担
を
鑑

み
、
ま
ず
は
小
学
６
年
生
ま
で
を
対
象

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の

対
象
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
負

担
な
ど
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
拡
大
の
可
能

性
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

つ
目
は
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し

の
実
現
で
す
。
障
が
い
が
あ
る

人
の
教
育
環
境
と
雇
用
の
場
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
は
関
係
す
る
施
設
と

意
見
交
換
し
て
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
必

要
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
充
実
と
強

化
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
に
お
き
ま
し

て
、
防
災
管
理
専
門
員
を
非
常
勤
で
雇

用
し
、
防
災
教
育
や
研
修
を
通
し
て
、

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
組
織
体
制
の
確
立
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

つ
目
の
人
口
流
出
の
歯
止
め
に

向
け
た
取
組
み
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業
、
海
運
業

な
ど
の
地
場
産
業
を
活
性
化
さ
せ
、
若

者
が
定
住
で
き
る
雇
用
の
場
を
創
出
す

る
た
め
に
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
」
の
動
き
に
併
せ
て
、

経
済
振
興
部
だ
け
で
な
く
庁
内
全
部
門

が
連
携
し
な
が
ら
、
地
元
へ
の
雇
用
、

都
市
部
か
ら
の
人
の
流
れ
を
ど
う
つ
く

る
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
支
援
策
を
活
用
す
る
た
め
に

は
、｢
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」お
よ
び「
地

方
版
総
合
戦
略
」
を
平
成
27
年
度
に
策

定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
既
に
第
２
次

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
人
口
減
少
に
対

応
す
る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
般
の｢
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
の
機
運
を
追
い

風
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

天
草
市
の
未
来
は
、
行
政
だ
け

で
つ
く
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
上
天
草
市
で
共
に
生
活
す
る
市

民
の
皆
さ
ま
、
企
業
、
団
体
な
ど
、
全

て
の
人
が
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合

い
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
理

想
で
あ
り
、
今
後
、
常
に
市
民
の
皆
さ

ま
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
市
の
財

政
状
況
を
鑑
み
た
市
政
運
営
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能
な
自
治
体
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
な
ら
び
に
市
議
会
議
員
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
所
信
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
政
運
営
に
関
す
る
市
長
所
信
表
明

－

３
月
定
例
市
議
会

－

1

2

3

45

上
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5

　
３
月
８
日
、
第
43
回
天
草
パ
ー
ル
ラ

イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
さ
ん
ぱ
ー
る
広
場

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
２７
都
道
府
県

か
ら
４
６
５
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
部
、
10
㌔
の
部
、
４・２
㌔

の
部
の
３
部
門
に
分
か
れ
、
春
の
上
天

草
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
の
合
図
と
同
時
に
、
ラ
ン

ナ
ー
は
笑
顔
で
駆
け
出
し
、「
遅
い
あ
な

た
が
主
役
で
す
」
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ

ど
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
コ
ー
ス
の
沿
道
に
は
選
手
た

ち
を
応
援
す
る
た
め
多
く
の
人
が
集
ま
り

「
頑
張
れ
ー
も
う
少
し
ー
」
と
励
ま
し

の
声
を
送
って
い
ま
し
た
。

　
大
会
開
催
に
あ
た
って
は
、
多
く
の
人

の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
大
会
の
数
日

前
に
は
、
済
生
会
み
す
み
病
院
の
職
員

や
そ
の
家
族
ら
に
よ
る
10
㌔
コ
ー
ス
の
ご

み
拾
い
。
ま
た
、
当
日
の
大
会
受
付
や

給
水
所
な
ど
で
は
、一般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
加
え
、
大
矢
野
中
や
上
天
草
高
校
の

生
徒
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大
会
運
営
の
大

き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｗｅ
ｂ
写
真
館
」
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

7

2

3 4 1

5

10

11
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第 43 回天草パールラインマラソン大会

1）ハーフの部を走りぬき喜びの
表情　2）仮想もこの大会の見ど
ころ　3）「意外と疲れたわねー」、
「そうねー」　4）仲良く手をつな
いでゴーール

5）背中には「走」の文字。気合十分です　6）開会式の
アトラクションで盛り上がる参加者　7）走り終わった後の
おにぎりは格別！　8）ハーフコースのスタート。勢いよく
ダッシュ　9）走る前の準備運動　10）沿道の温かい応援
で元気を補給　11）大会前の清掃ボランティア。ありがと
うございました　12）迫力満点！不知火竜燈太鼓＆チーム
熊本ADVANCEによる和太鼓　13）苓明高校の天草ハ
イヤは圧巻　14）幅広い年齢層が所属する上天草慈秀の
YOSAKOI　※ 12）～14）は３月７日の大矢野総合体育
館での前夜祭

遅いあなたの　　　　 が素敵です笑顔笑顔
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新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
併
せ
て
、
総
務
課
秘
書

広
報
係
で
は
、
市
長
の
ペ
ー
ジ
「
月
刊
市
長
室

な
う
」
を
本
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
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○趣味はスキューバダイビングと水中カメラ！
　実際に市長が水中で撮った写真です。↓

○とにかくアニメ好きである
　ジブリ作品や井上雄彦作品には特に造詣が深い。
　皆さんが思いつく週刊・月刊の漫画雑誌はほぼ愛読。
○堀江市長の子ども時代は？
　小学校時代の６年間を半袖半ズボンで登校し表彰を

受けたことも。
○ 20 代の頃に３カ月かけてアメリカを一周！
　自分探しの一人旅に出て、自分自身を見つめ直した

というエピソードも。

堀江市長
実はこんな人

｢ 市長とランチ d
で

e トーク ｣参加団体募集！

　市長が直接市民の皆さんと昼食をともにしながら、市政に関するさまざまなテーマを気軽に話し
合う「市長とランチdeトーク｣ を開催します。参加を希望する団体のご応募をお待ちしています。

■開催日時　平日の正午から 60分以内
■開催場所　市役所大矢野庁舎（その他応相談）
■参加対象　市内に在住または在勤、在学の人で構成され、出席者数がおおむね２人以上 10人以

下となる団体
　　　　　　（特定の政党を支持する団体、暴力団、宗教または営利を目的とする団体はご参加い

ただけません）
■食　　事　昼食は各自ご用意をお願いします。
■申請方法　申請書をご記入の上、総務課宛て持参かＦＡＸで提出をお願いします。
　　　　　　必要事項を記入したメールでの申請でも構いません。
■必要事項　①団体名　②代表者氏名　③連絡先（住所、電話番号）④参加人数
　　　　　　⑤参加者全員の氏名　⑥対話のテーマおよび内容
■そ の 他　懇談の様子は、広報上天草、市のホームページなどで公表します。
　　　　　　申込用紙はホームページに掲載の他、市役所各庁舎、支所の窓口
　　　　　　に準備しています。
■問合せ先　総務課秘書広報係　☎ 0964（26）5525　 FAX 0964（56）4972

宮崎県高千穂コース
～　心やすらぐ神々のふるさと　～
　深い森に囲まれた高千穂神社や高千穂峡谷
などをめぐるオルレ

■コースに関する問合せ先　高千穂町役場企画観光課
　☎ 0982（73）1212

①高千穂神社
　二千年前に創建されたと伝えられ、本殿の鉄

で作られた狛犬は、国の重要文化財に指定。
また、日差しを覆うほどの古い杉が印象的。

霧島・妙見コース

■コースに関する問合せ先　霧島市役所観光課　　☎ 0995（45）5111

鹿児島県
～　竜馬が愛した名湯をゆく　～

　深い谷に囲まれた妙見温泉や犬飼滝、和氣
神社などをめぐるオルレ

①犬飼滝
　高さ 36㍍、幅 22㍍の豪快な水が流れる滝。

春と秋の午後には、滝に虹が掛かることも。
コース近くの展望台では、高千穂峰まで見渡すことができる。
②和氣神社 
　和気清麻呂公を讃えた神社で、学問、建築、健康などどんな願いも叶う

とか。近くの和気公園では毎年４月中旬から５月上旬には藤の花が咲き、
藤祭りが開かれる。
③塩浸温泉龍馬公園
　近代国家に向け重要な役割を果した、坂本龍馬のゆかりの地。新婚旅行

中、坂本龍馬が最も長く滞在した場所が塩浸温泉。公園には、「龍馬資
料館」と彼が入ったと伝わる湯船、足湯などがある。

見どころ

見どころ

①

②①
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②

②高千穂峡
　阿蘇山大噴火時に流れ出た火砕流が、長い歳月をかけて浸食

されて深い峡谷に美しい柱状節理断層を形成。ボートを借り
て谷間に近づくと、滝を直接浴びることができる。
③丸小野地区の茶園
　緑茶の産地として約 11ha の規模に栽培されている。釜でお

茶を炒める珍しい方法で生産される。

③

③
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←　ちょっとこんな感じのものも

　　作ってみました…

月 刊
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上天草市から２人が受賞2／
7・8

　３月 15日、熊本市の鶴屋ホールで開催された
「くまモンのしあわせフェス・第２回スマイルデ
ザインコンテスト（企画部門）」の公開最終審査
会で、52 点の応募から最終審査に残った、姫戸
町二間戸の「西川内ふるさと自然の会（会員数
25名）」が見事入賞しました。惜しくも、最優秀、
優秀の各賞は逃しましたが立派な提案であると評
価されました。
　提案は「やぼくら塾・いやしの里づくり」の一
環で「男の隠れ家づくりコンテスト」というテー
マ。「この受賞を機にますます活動に精を出しま
す」と代表の濵﨑富雄さんは抱負を語りました。

　平成 25 年 12 月に上天草市と水産業振興や地
域活性化・雇用創出などで包括協定を結んでいる
（株）ホットランド（本社：東京都）は、3月 13日、
市立ち会いのもと、天草漁業協同組合上天草総合
支所とマダコの完全養殖や市の水産業振興・地域
活性化などについて包括連携協定を締結しました。
　今後、（株）ホットランドは天草漁協と協力し
ながらタコ養殖にむけた候補地を選定し、完全養
殖（産卵→蓄養→出荷・放流）に取り組みます。
　同社の佐瀬代表取締役は「上天草のタコは素晴
らしい。完全養殖が成功すれば世界初。ぜひ成功
させたい」と話しました。

熊本県スマイルデザインコンテスト （株）ホットランドと天草漁協熊本県スマイルデザインコンテスト

姫戸町の「西川内ふるさと
自然の会」が入賞

（株）ホットランドと天草漁協

マダコの完全養殖などで
包括連携協定

熊本県スマイルデザインコンテスト （株）ホットランドと天草漁協

３／ 3／15 13
維和中で「ＪIＣＡ国際協力出前講座」維和中で「ＪIＣＡ国際協力出前講座」

川口さんが青年海外
協力隊の経験を講演

３／

　３月４日、維和中学校で、大矢野出身の川口さん
が講演しました。川口さんはスリランカで環境活動
に２年間従事し、今年１月に日本に帰国しました。
　スリランカは、「ごみ」に対する意識が低く、
川口さんは、ポイ捨てはしない、分別して捨てる
などの基本的な環境教育や、生ごみを堆肥に変え
る方法（コンポスト）の普及活動を行ってきまし
た。また、現地で継続して環境教育が行われるよ
うスリランカ人の指導者の育成にも尽力しました。
　川口さんは「教えられることも多かった。スリ
ランカ人は困ったことがあると全力で助けてくれる。
みんなで助け合うことが大事」と話しました。

4

▲山口浩之委員 ▲上田照志委員

　２月 7、8日に開催された第 57 回九州地区ス
ポーツ推進委員研究大会で、市教育委員会が委嘱
する上天草市スポーツ推進委員の２人（山口委員・
上田委員）が九州地区スポーツ推進委員功労者表
彰を受賞しました。
　この表彰は、スポーツ推進委員として 10年以
上活動した人の中から満 40歳以上の人を対象に
選考し、表彰されることとなっています。
　なお、大会では、九州各県のスポーツ推進委員
がそれぞれの地域におけるスポーツ振興上の課題
および実践活動の成果について研究・協議しました。

　２月 24日、11人の市民が「認知症協力応援隊
員」として認定を受けました。この応援隊員とは、
養成研修を修了したボランティアのことで、認知
症の人や家族に対する話し相手や簡易な手伝いな
どの生活支援活動を行います。
　研修では、専門職による講義をはじめとして認
知症の人を実際に介護している家族の話を聴きま
した。また、地域で自分たちに何ができるかを考
え、最終日は見学者の前で報告会を開催しました。
　今回誕生した隊員は第１期生として「チーム思
いやり」をキャッチフレーズに、今後地域で活動
していきます。

認知症協力応援隊員誕生

認知症の人やその家族の
力になります

2／
24

▲公開審査会でインタ
ビューを受ける濵﨑さ

ん
▲左から江口副組合長

・堀江市長・佐瀬代表
取締役

▲生徒を前に講演する
川口純子さん ▲講師（左端上）と応援

隊員の皆さん

小村マツコさん、三村フクエさん、浦田チヨ
ノさん、前田範明さん、岩本スミさんが 100
歳を迎えられ、市から表彰状とお祝いが贈ら
れました。

小村マツコさん
大矢野町上

大正４年１月５日生

三村フクエさん
龍ヶ岳町大道

大正４年１月 13日生

浦田チヨノさん
松島町今泉

大正４年２月 15日生

前田範明さん
姫戸町二間戸

大正４年２月 18日生

岩本スミさん
大矢野町登立

大正４年３月 20日生

100歳おめでとうございます100歳おめでとうございます100歳おめでとうございます100歳おめでとうございます100歳おめでとうございます100歳おめでとうございます

九州地区スポーツ推進委員功労者表彰
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図書の寄贈がありました
　５人にご寄贈いただきました。本当にありがとうご
ざいました。

■図書館おはなし会（30分～１時間）
　中　央：5/9 ㈯ 午後２時～ アロマ２階視聴覚室
　大矢野：4/25、5/9 ㈯ 午後２時～ 大矢野森記念図書館
　大矢野：5/9 ㈯ 午後１時半～ ママ応援センター
　姫　戸：5/9、6/13 ㈯ 午前 10時～ 姫戸図書館
　龍ヶ岳：5/16 ㈯ 午後２時～ 龍ヶ岳図書館

■赤ちゃんおはなし会（約 20分）
　５月 14日 ( 木 ) 午前 10時 30分から
※第１木曜日が休館日のため、第２木曜日に変更しまし
た。

移動図書館巡回日
４月 15日（姫戸）、22日（龍ヶ岳）
５月６日（大矢野）、13日（松島）、20日（姫戸）
※雨天の場合は翌日に延期します。
※詳しい場所・時間は、社会教育課までお問い合わせ
ください。
※大矢野町の移動図書館運行日の予定は５月６日（水）、
雨天延期は通常は翌日木曜日ですが休館日をはさむ
ため５月８日（金）となります。

ティム先生と簡単な英語で楽しみましょう！

　子ども読書の日は、子どもの読書についての関心と
理解を深め、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を
高めることを目的に制定されました。
　関連イベントを以下のとおり開催します。
■中央図書館……利用者の皆さんに選んでいただいた
絵本を、手作り紹介ポップと一緒に５月 31日（日）
まで展示します。
■龍ヶ岳図書館…「日本の昔話」をテーマに４月 23日
（木）から５月 10日（日）まで展示を行います。小ス
ペースでの展示ですが、絵本の表紙を見るだけでも
楽しいひと時が過ごせます。ぜひお子さんやお孫さ
んと一緒にお越しください。
※展示中の絵本は貸出もできます。

４月 23日は「子ども読書の日」

E-Friends「オープンハウス」開催
　上天草市英語村「E-Friends」では、多く
の人に外国の文化を知ってもらうためさまざ
まな活動を行っています。
　今回は「E-Friends」を広く知ってもらい
ティム先生と簡単な英語を使った活動を楽し
んでもらうために「オープンハウス」を開催
します。
　参加費は無料です。お友達を誘って遊びに
来てください！
　皆さまのご来場をお待ちしています！
■日時　5月 16日（土）
　　　　10：30～ 11：45（午前の部）
　　　　13：00～ 15：00（午後の部）
■場所　松島総合運動公園子ども広場内
　　　　　「E-Friends House」
■内容　（午前の部）クラフト活動
　　　　（午後の部）ペットボトルロケット
　　　　　　　　　 飛ばし

■対象者　小学生以下の子ども、その保護者
　　　　　（幼児は必ず保護者と参加）
■参加費　無料
※参加申込みは必要ありません。当日、会場
までお越しください。

※汚れてもよい服装でご参加ください。
■問合せ先　社会教育課内イーフレンズオ

フィス　☎ 0969（28）3361

　２月 14日、松島総合センター ｢アロマ」におい
て林家木久蔵師匠をお招きし「二代　林家木久蔵　
落語会」を開催しました。
　この落語会は、古くから日本を代表する大衆芸能
である「落語」を取り入れることで多くの市民に一
流の文化に触れていただくことを目的に実施したも
のです。
　当日は、林家木久扇師匠のお弟子さんの林家けい
木さんが前座を務められ、その後は林家木久蔵師匠
による二席の落語で、340 人を超える観客がいた
会場は和やかな笑いで包まれました。

会場が大笑いに包まれた
「二代　林家木久蔵 落語会」

　中央公民館主催の「上天草市生涯学習発表会」が松島総合
センター「アロマ」で２月 28日に開催されました。
　この発表会は、公民館講座としての生きがいづくりや生涯
学習など活動を行っている講座およびサークルなどが一堂に
会し、日頃の学習の成果を発表するために開催したものです。
　展示の部では刺し子や陶芸、絵手紙、墨絵など、またステー
ジの部ではダンスや楽器演奏、詩吟、コーラス、朗読などが
あり、全 15団体が日頃の成果を発表しました。
　最後には「上天草市民の歌～ありがとう上天草～」を全員
で合唱し大きな歌声が会場内に響き渡りました。
　訪れた約 200 人の来場者は、色とりどりの展示作品に見
入り、いきいきとした発表に盛んな拍手を送っていました。

「輝き放つ」学びの成果を発表
～生涯学習発表会開催～

■問合せ先　社会教育課生涯学習係
　　　　　　☎ 0969（28）3361

■問合せ先　社会教育課生涯学習係
　　　　　　☎ 0969（28）3361

第８回読書マラソン 各学年１位の発表 !!

返し忘れている本はありませんか？
　年度末や引越しシーズンなど部屋の整理をすると、
以前図書館から借りた本が出てくるときがあります。
もしそのような本がありましたら、最寄りの図書館ま
でお持ちください。
　期限が大幅に過ぎてしまって返しづらいという人も
どうぞお気軽にお越しください。

　たくさんの子どもたちが参加してくれた読書マラソン。
市内の各学年トップが決定しましたので発表します。

　各学年トップと低学年・高学年のベスト４の児童には、
表彰状と図書カードをお贈りしました。
　全体１位の吉野さんが
通う今津小学校には、図
書館長から、校長先生に
表彰状を手渡しました。
子どもたちが、これから
もたくさんの本と出会え
ることを願っています。

（学年は平成 26年度）
学年 氏名 学校名 冊数
１年 吉野恵莉菜さん 今津小 498
２年 渡辺　夏帆さん 教良木小 155
３年 辻本　真彩さん 中南小 230
４年 吉野　春菜さん 今津小 544
５年 岩﨑　真也さん 阿村小 110
６年 田﨑　琴美さん 阿村小 79
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★
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★
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★★

★

★
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★ ★ ★

★
★ ★ ★

コーナー BOOKS
図 書 館 だ よ り

今月の本
▲活動成果を披露する発表者

▲アロマロビーの展示品

▲お客さんの笑いを誘う木久蔵師匠

【全館共通】休館日
　４月 20日、27日、30日
　５月７日、11日、18日、25日、31日
※全館ともに、毎月最後の日は「館内整理日」で
　お休みです。
※月曜日が定期休館日（祝日の場合は翌日）です。

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

大矢野森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2111【姫戸統括支所呼出】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）
龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

テーマ

４月「１年生を応援します !!」
５月「あなたが選んだ大好きな絵本」
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健康ガイド

健康ガイド健康ガイド健康ガイド

種　類 用意するもの 日 対象者（月生） 受付時間
２か月児学級 バスタオル 28木 H27. 3

午後１時

～

１時15分

３～４か月児健診 バスタオル 14木 H27. 1

６～７か月児健診
ハンカチ
または

ハンドタオル
12火 H26.10

１歳６か月児健診 尿 19火 H25.10

２歳児歯科健診 歯ブラシ
（仕上げ磨き） 21木 H25. 5

３歳児健診 聴力・視力
検査用紙 26火 H24． 4

【場所】市保健センター（松島町合津 7915番地１）
【用意するもの】母子手帳と問診票は、どの健診・学級でも必ず持参ください。

乳幼児健診（５月）

育児相談 ・母子健康手帳交付 （５月）

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

大矢野窓口センター   7木・11月
18月・25月

午前9時30分～11時
（午前9時30分～ 9時45分）

市保健センター 20水
随時交付（手帳）

 午前9時30分～11時
（随  時）

姫戸統括支所 15金 午前9時～10時
（午前9時～ 9時15分）

龍ヶ岳統括支所 15金 午前10時30分～11時30分
（午前10時30分～ 10時45分）

【用意するもの】　母子健康手帳   
上記以外の日も随時各統括支所の窓口で随時母子健康手帳の発行を行っています。
その場合、保健センターから後日連絡をし、保健師・栄養士の保健指導を行います。

がんサロン（５月）
日 実施時間

22 日金 午後 1時 30分～ 3時 30分
【場所】上天草総合病院 6階講堂　☎ 0969（62）1122

住民健診の申込みはお済みですか？
随時受付は保健センターへ申込み下さい。
【成人保健係　☎ 0969（28）3356】

「早寝早起き朝ごはん」がつくる
健やか生活

成長ホルモン分泌のイメージ

早寝

夜9時 夜10時 朝6時

遅寝

４月、新しい生活が始まりました。子どもの健やかな成長には、十分な睡眠、バラ
ンスのとれた食事、適度な運動など、規則正しい生活習慣が大切です。

　私たちの体の中にある体内時計は1日約 25時間で動いています。24時間で生活している私たちの生活リ
ズムと生体リズムは少しずつずれていきますが、脳が朝の光を認識することによって、体内時計を 24時間
に調整しています。
　朝、太陽の光で体内時計をリセットして、生活リズムと生体リズムが調和した一日を始めることが大切です。

朝、太陽の光で体内時計をリセット

　身体の成長を促す「成長ホルモン」や睡眠を促す「メラトニン」は、およそ 24時間周期のリズムを持っ
ています。夜の 10時から 12時の間に深い眠りにつくことによって分泌される「成長ホルモン」は睡眠不
足や不規則な睡眠リズムが続くと分泌低下が起こり、子どもの健やかな成長に悪影響を及ぼします。

成長に重要なホルモンと睡眠の関係

　１日３回の食事をバランスよく、しっかり食べる、運動する、
休息などの生活習慣は子どもだけでなく大人にとっても大切
です。不規則な生活を送っていると、睡眠ホルモンのバラン
スが崩れ、不眠やうつ病、内臓肥満の生活習慣病の発症に影
響すると言われています。

～大人が変われば、子どもも変わる～　

生活習慣づくりは大人にとっても大切

家族全員で毎日朝食を食べることで、午前中から
しっかり活動できる状態をつくることが大切です。

遅寝をすると成長ホルモン
がこれだけ少なくなってし
まいます!!

日祝日在宅医

【診療時間】　午前 9時～午後５時
診療時間外は、事前に電話連絡をお願いします。   
3 月 15 日現在の予定表です。都合により変更することがあり
ますので、お問い合わせいただくか、市ホームページでご確認
ください。

日 病院名〈診療科目〉 （所在地）電話番号
5 月

3

佐々木整形外科
〈整〉

（大矢野町中）
☎ 0964 (56) 5550

上天草総合病院
〈内〉

（龍ヶ岳町高戸）
☎ 0969 (62) 1122

4 しまだ小児科〈小・内〉
（大矢野町登立）
☎ 0964 (56) 0005

5 天草皮ふ科・内科〈皮・内〉
（大矢野町中）

☎ 0964 (59) 0808

6 上天草内科呼吸科クリニック〈内・呼〉
（大矢野町登立）
☎ 0964 (56) 3100

10

しまだ小児科
〈小・内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964 (56) 0005

春田医院
〈外・内・小〉

（松島町阿村）
☎ 0969 (56) 0052

17
毛利医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964 (56) 2111

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）
☎ 0969 (56) 0899

24

宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）
☎ 0964 (56) 0600

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）

☎ 0969 (58) 3583

31

佐々木整形外科
〈整〉

（大矢野町中）
☎ 0964 (56) 5550

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎ 0969 (58) 3102

『がん検診　愛する家族への　贈り物』

■問合せ先　健康づくり推進課健康増進係
　　　　　　☎ 0969（28）3381

小児救急電話相談
短縮番号（＃ 8000）毎日・夜間　午後 7時～午前 0時
ダイヤル回線の場合　☎ 096（364）9999

夜間の子どもの急病時

種　類 日 実施時間
精神保健相談 7木、21木 午後 2時～

【場所】天草保健所相談室　☎ 0969（23）0172 ※要予約

福　祉（５月）
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♥
市立病院
だより

診 療 案 内

　
2
月
7
日
、
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア
ロ
マ
」
大
ホ
ー

ル
に
て
、
第
1
回
天
草
摂
食
嚥
下
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。『
摂
食
嚥
下
』
と
は
、
食
物
を
口
に
運
び
、
飲
み
込

む
こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
高
齢
や
病
気
に
な
る
と
そ
の
能

力
は
衰
え
、
誤
嚥
性
肺
炎
（
食
べ
物
が
誤
っ
て
肺
に
入
っ

て
起
こ
る
肺
炎
）
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
今

回
の
研
修
は
天
草
地
域
で
医
療
・
介
護
に
従
事
す
る
人
に

摂
食
嚥
下
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら

い
、
地
域
に
暮
ら
す
人
の
生
活
を
よ
り
安
全
安
心
な
も
の

に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
上
天
草
総
合
病
院
の
摂
食
嚥
下

チ
ー
ム
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
研
修
で
は
当
院
歯
科
の
福
田
敏
博
先
生
に
よ
る
特
別
講

演
『
嚥
下
内
視
鏡
検
査
の
実
際
』
を
は
じ
め
、
嚥
下
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
嚥
下
障
害
に
対
す
る
訓
練
法
、
ま
た
食
事
の

際
の
姿
勢
の
重
要
性
や
適
切
な
食
事
介
助
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
や
動
画
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
交
え
な
が
ら
合
計
5
題
の
講
演
を
行
い
、
参
加
し
た

人
か
ら
は
「
勉
強
に
な
っ
た
」「
施
設
に
帰
っ
て
利
用
者

に
実
践
し
て
み
た
い
」
な
ど
多
く
の
嬉
し
い
反
応
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
寒
さ
厳
し
く
、
ま
た
午
後
か
ら
は
小
雨
が
ぱ
ら

つ
く
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
市
内
外
か
ら
１
０
０

人
弱
の
参
加
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
研
修
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
日
程
の
調
整
や
案
内
の
方

月 火 水 木 金

内　　科
代謝内科

代謝内科
（熊大）
石塚
和田
坂本

山城
谷口
和田

志摩
（10時～）
坂本
樋口
石塚

守田
石塚
山城
和田
樋口

応援医師
中本
山城
坂本

循環器内科 脇田 脇田 脇田 脇田 脇田
外　　科
消化器科 福田 城野 福田

蓮尾 城野 蓮尾

整形外科 藤松 上原 藤松
（午後）
久米

（岩橋）
藤松

小児科 田原 田原 田原 田原 田原
産婦人科 姫野 姫野 姫野 姫野 姫野
耳鼻咽喉科 熊大 熊大
眼　科 粟井 竹下 竹下 竹下 竹下
皮膚科 尹
泌尿器科 小川

超音波・内視
鏡センター　

蓮尾
城野

福田
蓮尾

城野
和田    

福田
蓮尾
國友

城野
福田

歯科・口腔外科 福田 福田 福田 福田 福田

月 火 水 木 金
急患
担当

午前 城野 福田 蓮尾 福田 城野
午後 石塚 谷口 和田 國友 中本

教良木診療所 樋口 坂本 応援 応援 石塚

●診療受付時間は、午前８時 30 分から午前
11時 30分までです。
●眼科外来の月曜は熊大からの応援となります。
●木曜日の整形外来（予約制）は、午後 2時か
ら午後 5時まで診療を行います。

●歯科口腔外科は月曜から金曜の午後も診療を
行います。
●脳外科は月 2回（第 2・4 水曜日）の午後 2
時から診療を行います。（予約制）
●内科は火曜・木曜の午後 5時から午後 6時
まで診療を行います。
●泌尿器科は毎週火曜日に診療を行います。
●診療案内は都合により変更となる場合があり
ます。ご了承ください。

■問合せ先　上天草総合病院
　☎　0969（62）1122（代表）
　FAX 0969（62）1546
　ホームページアドレス
　http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp

第１回天草摂食嚥下研修会
 を開催して

法
な
ど
に
つ
い
て
多
少
の
混
乱
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今

回
の
反
省
を
活
か
し
次
回
以
降
の
研
修
会
が
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
開
催
で
き
る
よ
う
、
ま
た
よ
り
多
く
の
人
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

言語聴覚士　林　 亜 星

洋上救急慣熟訓練を実施しました
　2月 11日に鹿児島航空基地で実施された洋上救急慣熟訓練に、
上天草総合病院は南九州地区洋上救急支援協議会の協力医療機関
として参加しました。訓練実施内容として、海上保安部による洋
上救急実績および当庁業務や駐機説明、ヘリコプターによる体験
飛行などがありました。機内では想像以上の雑音と揺れに戸惑い
を感じながらも、限られた機内のスペースの中で、救急に応急処
置を加えつつ、陸上の病院に出来るだけ早く搬送するシステムの
理解と大変さを身をもって知ることができました。海は、マリン
レジャー、漁業、交通など様々な活動の場として利用され、市民
にとっても身近でかけがえのない存在ですが、時にその表情を変
え、尊い人命や貴重な財産が一瞬にして失われる悲惨な船舶海難
や海浜事故などが発生します。当院は昭和 62年に洋上救急を支
援した県内で唯一の病院として、これからも訓練を行っていきます。

第 33回上天草総合病院学会を開催しました
　2月14日に創立50周年記念第33回上天草総合病院学会を行
いました。今回は記念講演として熊本大学大学院生命科学研究部呼
吸器内科学分野教授 興梠博次先生から「知って役立つ呼吸器疾患
の知識 ～肺癌、COPD、喘息、肺炎～」を分かりやすく講演して
いただきました。さらに熊本大学リーディング大学院 “HIGOプロ
グラム ”の学生による「2014年上天草行政インターンシップ成果
報告」では、実際に住民にアンケートを実施し、それを基にいろい
ろな職業の人々とディスカッションすることでHIGO学生の視点
で地域医療に目を向けてあり、上天草市の地域医療の現状を把握す
ることができたため、当院のこれからの活動に生かしていきたいと
思います。院内外から多くの人に参加していただき今までにない病
院学会を開くことができました。

▲

▲食事の姿勢について実演

▲言語聴覚士の講演
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

I
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n
▼
軽
自
動
車
税　
全
期

▼
納
期
限　
4
月
30
日
（
木
）

▼
口
座
振
替
日　

4
月
27
日

（
月
）

▼
問
合
せ
先　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

　
障
害
者
手
帳
な
ど
（
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
申
請

手
続
き
を
す
る
こ
と
で
軽
自
動

車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

1
人
の
障
が
い
者
に
つ
き
普
通

自
動
車
も
含
め
1
台
の
み
で
す
。

　
な
お
、
減
免
申
請
は
毎
年
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
障
害
者
手
帳

○
車
検
証

○
運
転
者
の
運
転
免
許
証

○
印
鑑

○
通
学
・
通
院
・
通
所
証
明
書

（
車
を
運
転
す
る
の
が
身
体

障
が
い
者
本
人
で
は
な
い
場

合
の
み
必
要
）

※
通
学
な
ど
の
た
め
に
１
週
間

に
つ
き
３
日
以
上
、
ま
た
は

１
カ
月
に
10
日
以
上
運
転
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

▼
そ
の
他
の
軽
自
動
車
の
減
免

制
度

○
車
両
の
構
造
が
専
ら
障
害
者

の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
改

造
さ
れ
た
軽
自
動
車
（
８
ナ

ン
バ
ー
の
み
）

○
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す

る
軽
自
動
車
（
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
）

▼
申
請
期
間　
４
月
23
日（
木
）

ま
で

▼
申
請
場
所　
大
矢
野
窓
口
セ

ン
タ
ー
、
市
民
課
、
姫
戸
・

龍
ヶ
岳
各
統
括
支
所
、
各
出

張
所

▼
問
合
せ
先　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

▼
財
産
を
相
続
し
た
と
き

　
亡
く
な
ら
れ
た
人
（
被
相
続

人
）の
財
産
を
相
続
や
遺
贈（
遺

言
に
よ
っ
て
財
産
を
譲
る
こ

と
）に
よ
っ
て
取
得
し
た
場
合
、

各
相
続
人
な
ど
が
相
続
や
遺
贈

に
よ
っ
て
取
得
し
た
財
産
の
額

と
、
過
去
に
被
相
続
人
か
ら
相

続
時
精
算
課
税
の
適
用
を
受
け

て
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産

の
価
額
の
合
計
額
か
ら
債
務
や

葬
式
費
用
の
金
額
を
控
除
し
、

相
続
開
始
前
３
年
以
内
の
暦
年

課
税
に
係
る
贈
与
財
産
の
価
額

を
加
算
し
た「
正
味
の
遺
産
額
」

の
合
計
額
が
基
礎
控
除
額
を
超

え
る
場
合
、
そ
の
財
産
を
取
得

し
た
人
は
、
相
続
税
の
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
基
礎
控
除
額
に
つ
い

て
、
平
成
27
年
１
月
１
日
以
降

に
亡
く
な
ら
れ
た
人
か
ら
財
産

を
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得

し
た
場
合
は
、
３
０
０
０
万
円

＋
（
６
０
０
万
円
×
法
定
相
続

人
の
数
）（
改
正
前
：
５
０
０

０
万
円
＋
（
１
０
０
０
万
円
×

法
定
相
続
人
の
数
））
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
お
よ
び
納
期
限

は
、
被
相
続
人
の
死
亡
し
た
こ

と
を
知
っ
た
日
（
通
常
は
被
相

続
人
が
死
亡
し
た
日
）
の
翌
日

か
ら
10
カ
月
以
内
で
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ 

（w
w

w
.nta.go.jp

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
天
草
税
務
署

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
２
５
１
０

　
年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
必
ず
予
約
（
事

前
受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
5
月
15
日（
金
）午
前

10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　
大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟

１
階
会
議
室

□
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金

相
談
予
約
受
付
中

　
　
待
ち
時
間
な
し
で
、
年
金

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま

ず
は
、年
金
手
帳
を
確
認
し
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
本
渡
年
金
事
務

所
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

　
契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る

被
害
、多
重
債
務
（
借
金
問
題
）

で
お
悩
み
の
人
の
ご
相
談
な

ど
、
消
費
全
般
に
関
す
る
ご
相

談
に
対
し
て
専
門
の
相
談
員
が

問
題
解
決
に
向
け
て
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す
。
お
か
し
い
な
、

困
っ
た
な
と
思
っ
た
と
き
は
一

人
で
悩
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時　

月
～
金
曜
日

（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）

▼
場
所　
大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
巡
回
相
談　
も
っ
と
身
近
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

巡
回
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

税
の
ひ
ろ
ば

☎
保
健
課

年
金
相
談

☎
税
務
課

軽
自
動
車
の
減
免
制
度
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

○
松
島
地
区

 

・
場
所　
松
島
庁
舎
１
階
相
談

室

 

・
開
設
日　
毎
月
第
２
、
第
４

木
曜
日

 

・
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

○
姫
戸
地
区

 

・
場
所　
姫
戸
統
括
支
所
１
階

相
談
室

 

・
開
設
日　
毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

 

・
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

 

・
場
所　
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
１

階
相
談
室

 

・
開
設
日　
毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

 

・
時
間　
午
後
１
時
～
午
後
４

時
▼
問
合
せ
先
・
相
談
電
話
番
号

　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
０
７
８
３

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望

お
よ
び
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
開
設
日　
５
月
７
日
（
木
）

▽
松
島　
午
後
１
時
～
４
時
・

　
松
島
庁
舎

▼
開
設
日　
５
月
14
日
（
木
）

▽
大
矢
野　
午
後
１
時
～
４
時
・

大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
総
務
課

総
括
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

　
市
民
の
法
律
な
ど
に
関
す
る

心
配
ご
と
や
困
り
ご
と（
家
庭・

金
銭
・
相
続
・
登
記
な
ど
の
問

題
）
の
相
談
に
対
し
、
弁
護
士

が
指
導
、
助
言
な
ど
を
行
い
、

そ
の
問
題
の
解
決
ま
た
は
解
決

の
糸
口
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
設
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
本
市
に
住
ん
で
い
る
人
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

▼
開
設
日
時　
平
成
27
年
５
月

19
日
（
火
）　

午
後
１
時
～

５
時

▼
開
設
日
時　
大
矢
野
庁
舎
１

階
相
談
室

▼
相
談
費
用　
無
料

▼
相
談
方
法　
面
談
相
談
で
、

同
一
案
件
に
対
し
１
回
の
相

談
■
相
談
時
間　
１
人
１
回
30
分

ま
で

■
申
込
方
法　
完
全
予
約
制

※
総
務
課
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
の

申
込
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
総
務
課

総
括
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

▼
訓
練
科
名　
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ス
タ
ー
科

▼
対
象
者　
離
職
者
ま
た
は
自

営
業
を
廃
業
し
就
職
希
望
の

人
▼
募
集
期
間　
４
月
16
日（
木
）

～
５
月
１
日
（
金
）

▼
訓
練
期
間　
６
月
５
日（
金
）

～
８
月
27
日
（
木
）

▼
訓
練
会
場　
株
式
会
社
き
ら

り
．
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
上

天
草
校
（
松
島
町
）

▼
内
容　
Ｐ
Ｃ
資
格
取
得
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、ネ
ッ

ト
や
Ｈ
Ｐ
作
成
演
習

※
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
天
草
公
共
職
業

安
定
所

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
８
６
０
９

▼
日
時　
５
月
14
日
～
10
月
29

日
の
毎
週
木
曜
日　
午
前
10

時
～
午
後
３
時

　
（
８
月
13
日
～
27
日
は
休
み
）

▼
開
催
場
所　
熊
本
県
身
体
障

が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
熊

本
市
東
区
）

▼
対
象　
高
校
卒
業
以
上
の
学

力
を
有
す
る
人

▼
定
員　
①
手
書
き
20
人
（
先

着
順
）、
②
パ
ソ
コ
ン
20
人

（
先
着
順
）

▼
費
用　
３
０
０
０
円
程
度

　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
締
切　
４
月
30
日（
木
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
電
話
で
熊
本
県
聴
覚
障
害
者

情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）５
５
９
５

︻
参
考
︼
要
約
筆
記
者
と
は

　
要
約
筆
記
者
は
、
聴
覚
障
が

い
者
、と
り
わ
け
中
途
失
聴
者
、

難
聴
者
の
人
の
社
会
参
加
を
支

援
す
る
た
め
、
話
し
言
葉
を
文

字
に
変
え
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

▼
期
日　
６
月
７
日
（
日
）

▼
場
所　

熊
本
市
、
八
代
市
、

天
草
市
（
天
草
工
業
高
校
予

定
）、
玉
名
市

▼
試
験
種
類　
甲
種
、乙
種
１・

２・３・４・５・６
類
、
丙
種

▼
申
込
期
限

○
電
子
申
請
︙
４
月
19
日（
日
）

○
書
面
申
請
︙
４
月
22
日（
水
）

※
受
験
願
書
な
ど
は
、
天
草
広

域
連
合
消
防
本
部
予
防
課
ま

た
は
、
各
消
防
署
・
分
署
に

配
置
し
て
い
ま
す
。
申
込
方

法
な
ど
詳
細
は
、
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
天
草
広
域
連
合

消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
３
３
０
５

国
税
だ
よ
り

４
月
の
納
税

相
談
・
申
請

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

☎
総
務
課

行
政
相
談

☎
総
務
課

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設

し
ま
す

☎
福
祉
課

要
約
筆
記
者
講
座
を
実
施

し
ま
す

☎
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

平
成
27
年
度
第
１
回
危
険
物

取
扱
者
試
験
を
実
施
し
ま
す
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お知らせ

□
無
料
体
験
会

　
プ
ー
ル
で
の
運
動
に
興
味
が

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
タ
ラ
ソ
プ
ー
ル
の
説
明

や
プ
ー
ル
体
験
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

○
5
月
8
日
（
金
）
午
後
1
時

30
分
～
２
時
30
分　
冷
え
予

防
・
代
謝
ア
ッ
プ
教
室

○
5
月
9
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
～
２
時
30
分　
ス
リ
ミ

ン
グ
教
室

○
5
月
12
日
（
火
）
午
後
６
時

30
分
～
７
時
30
分　
肩
腰
膝

痛
み
改
善
教
室

※
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
元
気
海
ク
ラ
ブ
会
員
モ
ニ

タ
ー
募
集

　
肩
こ
り
・
膝
痛
・
腰
痛
な
ど

で
お
悩
み
の
人
は
、
２
カ
月
間

の
モ
ニ
タ
ー
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
週
1
回
の
教
室
の
参

加
以
外
は
い
つ
で
も
タ
ラ
ソ
プ
ー

ル
を
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

▼
期
間　
5
月
11
日
（
月
）
～

7
月
4
日
（
土
）

▼
参
加
条
件　

初
回
、
中
間
、

最
終
回
の
体
力
測
定
に
参
加

で
き
る
こ
と

▼
料
金　
期
間
中
は 

７
０
０
０
円

　
（
通
常
1
カ
月 

７
０
０
０
円
）

▼
定
員　
40
人
（
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
ス
パ
・
タ
ラ
ソ

天
草

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
２
６

策
課
情
報
推
進
室
）
▽
農
林
水

産
課　
山
田
裕
之
（
産
業
雇
用

創
出
課
）
▽
農
林
水
産
課　
竹

中
義
和
（
水
道
局
）
▽
産
業
雇

用
創
出
課　
田
嶋
伯
朗
（
都
市

整
備
課
）
▽
産
業
雇
用
創
出
課

　
梅
本
祐
矢
（
新
規
採
用
）
▽

観
光
お
も
て
な
し
課　
入
口
紘

光
（
熊
本
県
派
遣
終
了
）
▽
観

光
お
も
て
な
し
課　
田
中
英
二

（
天
草
広
域
連
合
派
遣
終
了
）

▽
観
光
お
も
て
な
し
課　
橋
本

進
之
介
（
九
州
運
輸
局
派
遣
終

了
）
▽
建
設
課　
岩
本
健
太
郎

（
水
道
局
）
▽
松
下
一
星
（
新

規
採
用
）
▽
都
市
整
備
課　
川

端
彰
（
観
光
お
も
て
な
し
課
）

▽
税
務
課　
山
﨑
司
誠
（
財
政

課
）
▽
税
務
課　
松
下
晋
太
郎

（
農
林
水
産
課
）
▽
税
務
課　

堤
博
之
（
福
祉
課
）
▽
税
務
課

　

塚
本
悠
太
（
社
会
教
育
課
）

▽
税
務
課　
池
田
瑞
季
（
新
規

採
用
）
▽
環
境
衛
生
課　
木
島

有
梨
（
保
健
課
）
▽
市
民
課　

上
田
有
利
彩
（
税
務
課
）
▽
市

民
課
兼
企
画
政
策
課
番
号
制
度

推
進
室　
中
松
大
喜
（
市
民
窓

口
課
）
▽
大
矢
野
窓
口
セ
ン

タ
ー　
西
洋
子
（
総
務
課
）
▽

福
祉
課　
松
尾
隆
太（
税
務
課
）

▽
福
祉
課　
坂
本
正
宏
（
企
画

政
策
課
情
報
推
進
室
）
▽
福
祉

課　
柿
原
利
彦
（
税
務
課
）
▽

福
祉
課　
喜
多
祐
太
郎
（
税
務

課
）▽
福
祉
課　
植
田
帆
南（
新

規
採
用
）
▽
保
健
課　
甲
田
雄

大
（
税
務
課
）
▽
保
健
課　
倉

橋
大
樹
（
社
会
教
育
課
）
▽
保

健
課　

浦
上
美
優
（
税
務
課
）

▽
健
康
づ
く
り
推
進
課　
立
花

志
保
（
総
務
課
付
け
）
▽
高
齢

者
ふ
れ
あ
い
課　
森
隼
人
（
天

草
広
域
連
合
派
遣
終
了
）
▽
学

務
課　
山
下
祐
一
郎（
総
務
課
）

▽
学
務
課　
山
﨑
菜
々
子
（
総

務
課
）
▽
社
会
教
育
課　
松
本

章
吾
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

▽
社
会
教
育
課　

西
釜
裕
也

（
観
光
お
も
て
な
し
課
）
▽
社

会
教
育
課　
大
塚
大
剛
（
保
健

課
）
▽
会
計
課　
坂
口
美
也
子

（
福
祉
課
）
▽
水
道
局　

田
﨑

剛
（
市
民
窓
口
課
）
▽
水
道
局

　
釜
元
優
一
（
学
務
課
）
▽
議

会
事
務
局　
木
本
臣
英
（
企
画

政
策
課
）
▽
農
業
委
員
会
事
務

局　
田
島
伸
吹
（
新
規
採
用
）

▼
保
育
園
（
福
祉
課
）　
▽
教

良
木
保
育
園
長　
小
西
貴
美
子

（
教
良
木
保
育
園
）
▽
教
良
木

保
育
園
主
任
保
育
士　
森
野
昌

子
（
教
良
木
保
育
園
）
▽
教
良

木
保
育
園　
谷
本
稜
太
（
新
規

採
用
）
▽
高
戸
保
育
園　
水
野

み
ど
り
（
こ
ど
も
未
来
館
）
▽

樋
島
保
育
園
長　

浦
下
静
香

（
樋
島
保
育
園
主
任
保
育
士
）

▽
樋
島
保
育
園
主
任
保
育
士　

藤
川
清
美
（
樋
島
保
育
園
）
▽

樋
島
保
育
園　
直
理
真
澄
（
新

規
採
用
）
▽
大
道
保
育
園
長　

切
通
洋
子（
教
良
木
保
育
園
長
）

▽
大
道
保
育
園
主
任
保
育
士　

池
上
春
美
（
高
戸
保
育
園
）

▼
学
校
（
学
務
課
）　
▽
中
北

小
学
校　
岩
本
麻
衣
子
（
登
立

小
学
校
）
▽
登
立
小
学
校　
松

尾
恵
美
（
中
北
小
学
校
）

▼
出
向
・
派
遣　
▽
総
務
省　

最
上
辰
徳
（
社
会
教
育
課
）
▽

熊
本
県　
佐
々
木
謙
吉
（
農
林

水
産
課
）
▽
天
草
広
域
連
合
課

長　
堀
川
雅
輔
（
高
齢
者
ふ
れ

あ
い
課
長
補
佐
）
▽
天
草
広
域

連
合　

山
本
洋
治
（
監
理
課
）

▽
天
草
広
域
連
合　
嶽
本
欣
也

（
学
務
課
）
▽
上
天
草
総
合
病

院
課
長　
坂
本
一
也
（
農
業
委

員
会
事
務
局
長
）

▼
派
遣
終
了　
▽
上
天
草
総
合

病
院　
石
塚
俊
紀
（
湯
島
へ
き

地
診
療
所
長
）
▽
熊
本
県　
畑

中
大
司
（
財
政
課
長
補
佐
）

□
３
月
31
日
付
け
退
職

▽
靜
谷
正
幸（
総
務
企
画
部
長
）

▽
四
丸
浩
二
（
大
矢
野
窓
口
セ

ン
タ
ー
長
）▽
瀧
下
と
も
子（
樋

島
保
育
園
長
）
▽
大
谷
薫
（
大

道
保
育
園
長
）
▽
竹
下
学
（
会

計
課
）
▽
齊
藤
美
子
（
税
務
課
）

▽
吉
田
光
良
（
会
計
課
）
▽
柿

原
利
惠（
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
）

▽
澤
江
精
子
（
老
人
ホ
ー
ム
和

光
園
）▽
森
口
文
代（
老
人
ホ
ー

ム
和
光
園
）▽
塚
田
登
喜
子（
教

良
木
小
学
校
）▽
斉
藤
英
子（
大

道
保
育
園
）
▽
橋
本
恵
子
（
高

齢
者
ふ
れ
あ
い
課
）

□
４
月
１
日
付
け
異
動

 
（　
）
は
前
職

▼
部
長
級　
▽
総
務
企
画
部
長

　
川
端
義
孝（
経
済
振
興
部
長
）

▽
経
済
振
興
部
長　
村
川
和
敬

（
市
長
公
室
長
兼
総
務
課
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

▼
課
長
級　
▽
総
務
課
長
兼
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　
和

田
好
正
（
福
祉
課
長
）
▽
税
務

課
長　
濵
﨑
裕
慈
（
保
健
課
長

補
佐
）
▽
環
境
衛
生
課
長　
井

手
口
康
隆
（
税
務
課
長
）
▽
市

民
課
長
兼
大
矢
野
窓
口
セ
ン

タ
ー
長　
福
丸
功
（
市
民
窓
口

課
長
）
▽
福
祉
課
長　
辻
本
智

親
（
環
境
衛
生
課
長
）
▽
湯
島

へ
き
地
診
療
所
長　
三
島
聡
子

（
熊
本
県
よ
り
派
遣
）

そ
の
他

☎
総
務
課

市
職
員
人
事
異
動

ス
パ
・
タ
ラ
ソ
か
ら
募
集

▼
課
長
補
佐
級　
▽
総
務
課
長

補
佐
兼
危
機
管
理
防
災
室
長　

光
瀬
一
郎
（
市
長
公
室
課
長
補

佐
兼
総
務
課
長
補
佐
兼
危
機
管

理
防
災
室
長
）
▽
財
政
課
審
議

員　
森
亮
子
（
熊
本
県
よ
り
派

遣
）
▽
企
画
政
策
課
番
号
制
度

推
進
室
長　
山
口
千
重
（
企
画

政
策
課
情
報
推
進
室
長
）
▽
観

光
お
も
て
な
し
課
長
補
佐　
宮

﨑
誠
吾
（
企
画
政
策
課
ま
ち
づ

く
り
・
統
計
係
長
）
▽
建
設
課

長
補
佐　
岩
﨑
洋
一
（
建
設
課

管
理
係
長
）
▽
都
市
整
備
課
長

補
佐　
原
田
和
久
（
議
会
事
務

局
長
補
佐
）
▽
税
務
課
長
補
佐

兼
固
定
資
産
税
係
長　
杉
本
恒

明
（
環
境
衛
生
課
衛
生
係
長
）

▽
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長

　

松
原
繁
行
（
水
道
局
次
長
）

▽
大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
課
長

補
佐
兼
窓
口
係
長
兼
湯
島
出
張

所
長　
久
保
直
幸
（
監
査
委
員

事
務
局
長
）
▽
福
祉
課
長
補
佐

兼
生
活
支
援
係
長　

平
井
宏

（
福
祉
課
長
補
佐
）
▽
保
健
課

長
補
佐　
本
多
宏
行
（
市
民
窓

口
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
）
▽

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
長
補
佐　

平
本
望
（
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

管
理
係
長
）
▽
会
計
課
長
補
佐

　
長
瀨
隆
夫
（
大
矢
野
窓
口
セ

ン
タ
ー
課
長
補
佐
兼
窓
口
係

長
）
▽
水
道
局
次
長　
桑
原
成

明
（
建
設
課
長
補
佐
）
▽
議
会

事
務
局
長
補
佐　

海
﨑
竜
也

（
観
光
お
も
て
な
し
課
長
補
佐
）

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長　
岩

永
裕
一（
都
市
整
備
課
長
補
佐
）

▽
監
査
委
員
事
務
局
長　
青
山

文
晴（
福
祉
課
生
活
支
援
係
長
）

▼
係
長
・
主
幹
級　
※
係
長
は

主
幹
兼
係
長
▽
総
務
課
秘
書
広

報
係
長　
大
野
公
二
朗
（
熊
本

県
市
長
会
東
京
事
務
所
派
遣
終

了
）
▽
総
務
課
行
革
・
人
事
係

長　

友
添
真
也
（
市
長
公
室
）

▽
企
画
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
・

統
計
係
長　
德
弘
恵
吾
（
社
会

教
育
課
生
涯
学
習
係
長
）
▽
農

林
水
産
課　
小
松
野
洋
己
（
議

会
事
務
局
）
▽
産
業
雇
用
創
出

課
６
次
産
業
推
進
係
長　
荒
木

勝
樹
（
産
業
雇
用
創
出
課
）
▽

産
業
雇
用
創
出
課　
千
原
博
勝

（
農
林
水
産
課
）
▽
建
設
課
管

理
係
長　
石
炭
圭
一
郎
（
産
業

雇
用
創
出
課
）
▽
税
務
課
徴
収

係
長　
松
本
憲
昭
（
税
務
課
市

民
税
係
長
）
▽
税
務
課
市
民
税

係
長　
松
岡
文
子
（
総
務
課
人

事
給
与
係
長
）
▽
環
境
衛
生
課

衛
生
係
長　
古
賀
忠
明
（
市
長

公
室
広
報
係
長
）
▽
市
民
課
総

務
係
長　
鬼
塚
佐
栄
子
（
市
民

窓
口
課
総
務
係
長
）
▽
市
民
課

　
渡
辺
秀
樹（
建
設
課
）▽
龍
ヶ

岳
統
括
支
所　
吉
本
昭
一
（
水

道
局
）
▽
樋
島
出
張
所
長　
山

口
一
志
（
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
）

▽
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
管
理
係

長　
佐
々
木
幹
一
（
樋
島
出
張

所
長
兼
係
長
）
▽
高
齢
者
ふ
れ

あ
い
課　
鍬
田
志
保
（
健
康
づ

く
り
推
進
課
）
▽
社
会
教
育
課

生
涯
学
習
係
長　
篠
田
良
（
産

業
雇
用
創
出
課
６
次
産
業
推
進

係
長
）▽
水
道
局　
久
具
誠（
高

齢
者
ふ
れ
あ
い
課
）

▼
参
事
・
主
事
級　
▽
総
務
課

　
山
中
幸
（
福
祉
課
）
▽
総
務

課　

鬼
塚
正
二
（
市
長
公
室
）

▽
総
務
課　
泉
田
利
博
（
市
長

公
室
）
▽
総
務
課　
近
野
祐
子

（
環
境
衛
生
課
）
▽
総
務
課　

中
村
莉
佐
（
市
長
公
室
）
▽
総

務
課　
小
﨑
あ
す
み
（
新
規
採

用
）
▽
総
務
課　
関
裕
之
（
上

天
草
総
合
病
院
）　

▽
総
務
課

兼
企
画
政
策
課
番
号
制
度
推
進

室　
益
田
誠
也
（
総
務
課
）
▽

企
画
政
策
課　
小
島
潤
（
総
務

省
派
遣
終
了
）
▽
企
画
政
策
課

情
報
推
進
室
長
兼
参
事
兼
企
画

政
策
課
番
号
制
度
推
進
室　
川

端
直
（
企
画
政
策
課
情
報
推
進

室
）
▽
企
画
政
策
課
情
報
推
進

室　
切
通
岳
裕
（
保
健
課
）
▽

企
画
政
策
課
情
報
推
進
室　
濵

口
洋
輔
（
福
祉
課
）
▽
財
政
課

　
川
口
勝
太
（
新
規
採
用
）
▽

監
理
課　
永
田
秀
明
（
企
画
政

　
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
を
改
善
す
る
た

め
、
台
所
・
洗
濯
・
風
呂
な
ど

の
「
生
活
排
水
」
と
「
し
尿
」

を
併
せ
て
処
理
す
る
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
平
成
27
年
度
の

募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
小
型

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
予
定
の

人
は
、
事
前
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象　
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
人

①
専
用
住
宅
（
小
規
模
店
舗
付

住
宅
は
、
住
宅
部
分
が
２
分

の
１
以
上
）
で
あ
る
こ
と

②
国
の
内
示
後
か
ら
平
成
28
年

３
月
末
の
間
に
設
置
完
成
予

定
の
人

③
下
水
道
認
可
区
域
外
や
災
害

☎
都
市
整
備
課

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

の
事
前
申
込
み
を
受
付
け
ま
す

危
険
区
域
外
に
設
置
の
人

※
別
荘
・
店
舗
の
み
は
、
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
予

算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　
浄
化
槽
補
助
金

事
前
申
込
書
を
都
市
整
備
課

ま
た
は
各
統
括
支
所
へ
提
出

※
申
込
用
紙
は
、
都
市
整
備
課

お
よ
び
支
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

▼
補
助
額　

 

○
５
人
槽　
33
万
２
０
０
０
円

○
７
人
槽　
41
万
４
０
０
０
円

○
10
人
槽　
54
万
８
０
０
０
円

※
浄
化
槽
の
処
理
対
象
人
員
算

定
の
緩
和
措
置
が
な
さ
れ
、

延
べ
床
面
積
１
３
０
㎡
超
２

０
０
㎡
以
下
で
住
居
内
に
台

所
と
浴
室
が
１
カ
所
ず
つ

で
、
現
在
の
居
住
者
お
よ
び

将
来
の
居
住
者
見
込
み
が
５

人
以
下
で
使
用
水
量
の
見
込

み
が
１
日
あ
た
り
１
０
０
０

㍑
以
下
で
あ
る
こ
と
を
す
べ

て
満
た
す
場
合
は
、
５
人
槽

を
設
置
で
き
ま
す
。（
事
前

に
協
議
が
必
要
で
す
。）

※
国
の
基
準
額
が
改
正
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
補
助
額
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
都
市
整
備
課
水

環
境
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
６
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お知らせ

　
下
水
道
処
理
区
域
で
、
汲
み

取
り
や
浄
化
槽
か
ら
下
水
道
へ

接
続
さ
れ
た
改
修
工
事
に
対
し

て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。
下

水
道
接
続
の
た
め
の
改
修
資
金

の
負
担
軽
減
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　
一
般
住
宅
（
店
舗
兼

住
宅
含
む
） 

▼
実
施
期
間　
平
成
28
年
3
月

31
日
ま
で

▼
助
成
額　
工
事
費
の
50
％
以

内
で
上
限
20
万
円

※
工
事
費
は
下
水
道
接
続
工
事

費
と
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
対

す
る
工
事
費
に
限
り
ま
す
。

※
新
築
の
建
物
、
事
業
用
、
営

業
用
の
建
物
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

※
世
帯
が
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
が
条
件
で
す
。

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
都
市
整
備
課
水

環
境
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
６

▼
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
時
期

　
こ
れ
か
ら
10
月
頃
ま
で
に
か

け
て
日
差
し
が
強
く
な
り
、
県

で
は
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」
が

発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま

す
。
気
温
が
20
℃
以
上
で
風
が

弱
い
日
は
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

▼
注
意
報
に
ご
注
意
を
！

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
濃

度
が
基
準
を
超
え
た
場
合
、
県

か
ら
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
」
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
注
意

報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
屋

外
で
の
運
動
な
ど
は
や
め
、
で

き
る
だ
け
早
く
室
内
に
入
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
大
気
環
境
情
報
メ
ー
ル
に
登

録
く
だ
さ
い

　

県
内
に
お
け
る
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
注
意
報
等
の
発
令
や
Ｐ

Ｍ
2.5
（
微
小
粒
子
状
物
質
）
の

注
意
喚
起
時
な
ど
に
、
そ
の
情

報
を
直
接
メ
ー
ル
で
受
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
録
方
法

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
登
録
方
法

①
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（sky@

123

　

123.tv

） 

に
、
携
帯
電
話
か

ら
空
メ
ー
ル
を
送
信

②
数
分
後
、
自
動
的
に
返
信
さ

れ
て
く
る
メ
ー
ル
文
末
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク

③
登
録
画
面
が
表
示
さ
れ
た

ら
、
必
要
事
項
を
選
択
し
、
登

録
ボ
タ
ン
を
選
択
し
て
完
了

▼
問
合
せ
先　
県
環
境
保
全
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
６
９

　
県
で
は
、
４
月
か
ら
６
月
に

建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
実

態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
す
。
所
有
者
な
ど
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
き
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
建
築
物　
住
宅
以
外
の

鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
な
ど
の
建
築
物

▼
問
合
せ
先　
県
建
築
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
３
５

　
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計

量
器
は
法
律（
計
量
法
第
19
条
）

に
よ
り
２
年
に
１
回
の
定
期
検

査
を
受
け
る
よ
う
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
日
程
で
検
査
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
計
量
器

を
お
持
ち
の
人
は
受
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

▼
持
参
物� 

計
量
器
（
質
量
計

等
）、
手
数
料
（
１
台
あ
た

り
５
０
０
円
～
２
２
０
０
円
）

※
手
数
料
は
、
ひ
ょ
う
量

５
０
０
㌔
以
下
の
も
の
で

す
。
５
０
０
㌔
超
え
る
場
合

は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
検
査
対
象
計
量
器

○
商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に

使
用
す
る
は
か
り

○
病
院
、
薬
局
な
ど
で
使
用
し

て
い
る
調
剤
用
の
は
か
り

○
学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど

で
使
用
し
て
い
る
体
重
測
定

用
の
は
か
り

○
農
協
、
漁
協
な
ど
流
通
物
資

の
集
荷
、
出
荷
な
ど
に
使
用

す
る
は
か
り

○
宅
配
な
ど
運
送
業
者
な
ど
が

貨
物
の
運
賃
算
出
用
に
使
用

す
る
は
か
り

○
農
業
、
漁
業
な
ど
の
生
産
者

が
生
産
物
な
ど
の
売
買
に
使

用
す
る
は
か
り

■
問
合
せ
先　
産
業
雇
用
創
出

課
企
業
誘
致
・
産
業
支
援
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
１

　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
が

平
成
27
年
４
月
支
給
分
か
ら
次

の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

▼
変
更
前
の
支
給
額
（
月
額
）

　
（
平
成
27
年
３
月
支
給
分
ま
で
）

○
全
額
支
給 

４
万
１
０
２
０
円

○
一
部
支
給 

４
万
１
０
１
０
円

　
～
９
６
８
０
円

▼
変
更
後
の
支
給
額
（
月
額
）

　
（
平
成
27
年
４
月
支
給
分
か
ら
）

○
全
額
支
給 

４
万
２
０
０
０
円

○
一
部
支
給 

４
万
１
９
９
０
円

　
～
９
９
１
０
円

※
児
童
２
人
目
は
５
０
０
０
円

加
算
、
３
人
目
か
ら
は
児
童

計
量
器
の
定
期
検
査
を
実

施
し
ま
す

☎
福
祉
課

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額

が
変
更
さ
れ
ま
す

検査日 検査受付時間 検査場所

５月 11 日（月）10：30 ～ 11：30
13：30 ～ 15：00

湯島出張所
大矢野庁舎

５月 12 日（火）10：00 ～ 15：00 大矢野庁舎
５月 13 日（水）10：00 ～ 16：00 龍ヶ岳統括支所
５月 14 日（木）  9：00 ～ 16：00 姫戸統括支所
５月 15 日（金）  9：00 ～ 15：00 松島庁舎

（12 時から 13 時までは除きます）

小さな地方自治体で
　よそ者が働いて思うこと
    「故郷」と「ふるさと」
　「故郷」とは自分が生まれ育った場所のことで
すが、「ふるさと」は「故郷」と似た意味なのに
感じ方が違います。心から「ただいま」と言える
場所だと思うのです。
　昔は「故郷」と「ふるさと」は同じでしたが、
高度成長で転勤族が生まれ、自分が生まれた場所
に「ふるさと」を感じられなくなりました。
　自分のことを認めてくれる人、尊敬できる人が
いて、守りたいものがあってそれらが結びつくこ
とによって、いろんな人に役割が生まれ、「ふる
さと」を感じるのだと思います。
　地域で残すべき大切な芯とは自分ひとりの生涯
という時間軸では捉えることができない脈々と受
け継がれてきた場所が持つ精神性だと思います。
　戦前の「仕事」とは、自分の住んでいる地域の
人と掃除やお祭など、地域のために何かをするこ
と。自分の「稼ぎ」とは別物で、その両方が出来
て＂一人前＂。今は、多くの人が会社にいるとき
は「稼ぎ」、休みの日は「暮らし」の生活を送っ
ていて、地域の共同体として何かをする役割を持
てないでいます。「本当は＂一人前＂になりたい
けれど、目の前の生活で精いっぱい」と自分で枠
を決め、心を苦しめている人がたくさんいると思
うのです。
　３万人弱の地方自治体は若者の流出、少子高齢
化で破たんする一歩手前まできています。地域の
人が自分事で考え、自走できるチームになること
こそが地域の生き残る唯一の道だと思っています。
　３年間観光戦略のお手伝いをさせていただき関
係者の皆さまには大変お世話になりました。今後
は外から上天草市地域活性化のお手伝いを微力な
がらさせていただきます。上天草、大好き !!

観光おもてなし課通信
「はっぴーず」

観光戦略推進員の北岡さんが退任
　平成 24年４月から３年間、上天草市で観光に
よる地域経済活性化に尽力した北岡敦広さんが退
任しました。

１
人
増
す
ご
と
に
３
０
０
０

円
加
算
。

▼
問
合
せ
先　
福
祉
課
子
育
て

支
援
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

　
平
成
27
年
４
月
分
（
５
月
納

付
分
）
か
ら
協
会
け
ん
ぽ
の
保

険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
人
は

本
年
５
月
分
の
保
険
料
か
ら

改
定

▼
熊
本
支
部
の
健
康
保
険
料
率

○
現
行　
１
０・０
７
％　

○
改
定
後　
１
０・０
９
％

　
（
０・０
２
ポ
イ
ン
ト
引
き
上
げ
）

▼
介
護
保
険
料
率

○
現
行　
１・７
２
％

○
改
定
後 
１・５
８
％
（
０・

１
４
ポ
イ
ン
ト
引
き
下
げ
）

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

は
、
健
康
保
険
料
率
に
介
護

保
険
料
率
が
加
わ
り
、
11
・

67
％
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
の
保
険
料
率

は
、
例
年
よ
り
１
カ
月
遅
い

４
月
分
（
５
月
納
付
分
）
か

ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先　
全
国
健
康
保
険

協
会
熊
本
支
部

　
☎
０
９
６（
３
４
０
）０
２
６
１

　
上
天
草
高
校
を
卒
業
し
た
人

で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
は
、
国
公
立
大
学

入
学
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
要
件

○
卒
業
年
度
の
翌
年
度
か
ら
３

年
以
内
に
国
公
立
大
学
に
入

学
し
た
人

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

▼
祝
金
の
額　
入
学
金
の
２
分

の
１
の
額
（
上
限
15
万
円
）

▼
申
請
方
法　

企
画
政
策
課

（
大
矢
野
庁
舎
）、市
民
課（
松

島
庁
舎
）、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳

統
括
支
所
、
各
出
張
所
で
申

請
書
類
を
受
け
取
り
、
必
要

事
項
を
記
入
し
関
係
書
類
を

添
付
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
類
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
請
期
限　
国
公
立
大
学
に

入
学
し
た
日
か
ら
１
年
以
内

▼
提
出
・
問
合
せ
先　
企
画
政

策
課
ま
ち
づ
く
り
・
統
計
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
９

　
鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た

め
、
電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り

の
掲
揚
や
魚
つ
り
は
絶
対
に
行

わ
な
い
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
万
一
鯉
の
ぼ
り
や
、

釣
り
糸
が
電
線
に
か
か
っ
た
場

合
は
、自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、

お
近
く
の
九
州
電
力
ま
で
ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
合
せ
先　
九
州
電
力
株
式

会
社

○
宇
城
営
業
所

　
☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
５

○
天
草
営
業
所

　
☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
７

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

☎
都
市
整
備
課

下
水
道
排
水
設
備
工
事
費

を
助
成
し
ま
す

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
す

☎
福
祉
課

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額

が
変
更
さ
れ
ま
す

☎
企
画
政
策
課

上
天
草
高
校
生
国
公
立
大

学
入
学
祝
金
を
支
給
し
ま

す

九
州
電
力
か
ら
感
電
事
故
防

止
の
お
願
い

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協

会
け
ん
ぽ
）
の
保
険
料
率

が
改
定
さ
れ
ま
す
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お知らせ

▼
受
付
期
間　
４
月
30
日（
木
）

ま
で

　
※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

▼
受
付
時
間　
９
時
～
17
時

　
※
12
時
～
13
時
を
除
く

▼
受
付
場
所　
大
矢
野
庁
舎
３

階
会
議
室

※
詳
細
は
上
天
草
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
先　
監
理
課
契
約
検

査
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
３

□
２
月
３
日
入
札
分

▼
下
水
道
管
路
施
設
改
築
実
施

設
計
業
務
委
託

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
日
本
水
工
設
計
㈱　
熊
本
事

務
所
（
熊
本
市
）

③
７
４
５
万
２
千
円

④
2
月
～
3
月

▼
道
路
台
帳
修
正
業
務
委
託

①
上
天
草
市
一
円

②
宝
松
㈲
（
松
島
町
）

③
２
２
１
万
４
千
円

④
2
月
～
3
月

▼
阿
村
地
区
法
定
外
水
路
改
修

基
本
計
画
策
定
業
務
委
託

①
松
島
町
阿
村
地
区
内

②
㈲
三
栄
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

上
天
草
営
業
所
（
松
島
町
）

③
４
３
万
２
千
円

④
2
月
～
3
月

▼
上
天
草
市
防
災
点
検
業
務
委
託

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
㈱
三
浜
測
量
設
計
社　
天
草

営
業
所
（
姫
戸
町
）

③
３
０
０
万
円

④
2
月
～
3
月

□
２
月
10
日
入
札
分

▼
市
道
米
山
星
平
１
号
線
舗
装

工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②
天
栄
工
業
㈱
（
松
島
町
）

③
８
１
７
万
９
千
円

④
2
月
～
6
月

▼
湊
大
橋
補
修
（
防
護
柵
・
支

承
取
替
）
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
㈱
隆
勢
（
松
島
町
）

③
２
６
２
４
万
４
千
円

④
2
月
～
６
月

▼
問
合
せ
先　
監
理
課
契
約
検

査
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
３

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

市
内
の
福
祉
施
設（
南
風
苑・

松
朗
園
・
翔
洋
苑
・
き
ら
ら
の

里
・
相
生
荘
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介

し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、

タ
カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、天
美
会
、

創
作
菓
子
工
房
ア
ロ
ー
ム
、

本
郷
絵
手
紙
も
み
じ
会
、
天

理
教
大
矢
野
支
部
、
圓
尾
玲

子
、
山
本
春
子
、
木
下
と
も

子
、
村
枝
京
子
、
大
矢
野

ひ
ょ
っ
と
こ
愛
笑
会
、
西
山

カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
濱
口
民
謡

教
室
、
龍
ヶ
岳
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
大
矢
野
民
児
協

Ｏ
Ｂ
ス
マ
ー
ト
会
、
龍
ヶ
岳

町
老
人
ク
ラ
ブ
・
洗
濯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

  

ご存じですか？障害基礎年金
　国民年金の加入中に初診日がある病
気やケガなどで障がいの状態になった
とき、障害認定日（初診日から１年６
カ月を経過した日またはその期間内に
症状が固定した日）において、障害等
級の１級または２級に該当した場合
は、障害基礎年金を受けることができ
ます。
　ただし、初診日が属する月の前々月
までに、保険料を納めた期間（厚生年
金加入期間などを含む）と免除期間（若
年者納付猶予期間・学生納付特例期間
を含む）を合算した期間が、加入期間
の３分の２以上必要となります。（特
例として、初診日が平成 28 年３月
31日までにあるときは、初診日の属
する月の前々月までの直近 1年間に
保険料の未納がなければよいことに
なっています。）
　なお、20歳前に初診日のある病気
やケガによって障がいの状態になった
人は、障害等級の１級または２級に該
当すれば 20 歳から（障害認定日が
20歳以後の場合は、障害認定日から）
受給できます。ただし、この場合本人
に一定額以上の所得や他年金の受給が
ある場合、支給が制限されます。
　障害基礎年金の年金額は、１級障害
で96万6,000円（月額8万500円）、
２級障害で 77 万 2,800 円（月額 6
万 4,400 円）となっています。
　また、障害基礎年金を受けられる人
に生計を維持されている 18歳までの
子、または 20歳未満で障害基礎年金
１・２級の状態にある子がいる場合、
１人目・２人目は各 22万 2,400 円、
３人目以降は各 7万 4,100 円の加算
が受けられます。

■問合せ・相談先
○本渡年金事務所
　☎ 0969（24）2154
○市保健課後期高齢者医療年金係
　☎ 0969（28）3375

市のデータ
人　　口� 29,426人（-�209）
男　　性� 13,872人（-���91）
女　　性� 15,554人（-�118）
世　帯　数� 12,083戸（-���35）
市の面積� 126.15㎢　
平成27年3月31日現在（　）は前月比

ねんきんで笑顔

就職 ・退職される人へ
　　～国民健康保険からのお知らせ～
　国民健康保険は、加入者がお金（国民健康保険税）を出し合い、万が
一の病気やけがの際に安心して医療機関に受診できるようにする医療保
険のひとつです。日本では、全ての人が必ず医療保険に加入すること（国
民皆保険制度）になっています。
＜国民健康保険に加入する人＞
　職場の健康保険などに加入している人、後期高齢者医療保険に加入し
ている人、生活保護を受けている人以外の全ての人が加入しなければな
りません。
　職場の健康保険に加入したときや、職場の健康保険がなくなったとき
は、14日以内に市役所に届出をしなければなりません。
＜職場の健康保険などに加入したとき＞
　職場の健康保険の加入日（就職日など）以降は、国民健康保険の被保
険者証を使うことができません。健康保険の加入日以降に、国民健康保
険で医療機関を受診された場合には、後日、医療費を請求させていただ
きますのでご注意ください。
■届出に必要なもの
　新しく加入された健康保険の被保険者証、国民健康保険の被保険者証、
印かん
＜職場の健康保険などがなくなったとき＞
　国民健康保険税は、届出をした月からではなく、国民健康保険の資格
を得た月から課税されますので、届出が遅れると国民健康保険の資格を
得た時点までさかのぼって納めなければならなくなります。
■届出に必要なもの
　職場の健康保険がなくなった証明書（資格喪失証明書・離職票など）、
印かん
■問合せ先　保健課国民健康保険係　☎ 0969（28）3354

　県では、農林水産業や農山漁村の多面性をさらに発揮させるため、幅広い取
組みを呼び起こし、持続可能で元気な農山漁村を目指す「くまもと里モンプロ
ジェクト」が展開されており、テーマに沿った地域活動を支援するため、平成
27年度の活動団体支援（補助金）の募集が行われます。
【補助を受けられる団体】任意の活動組織、ＮＰＯ法人、各種団体など
【補助の対象となるテーマ】(1) 美しい景観の保全・創造 (2) 文化コミュニティ
の維持・創造 (3) 地域資源を活用した内発的産業の創造に関する地域活動に対
して 1テーマ 50万円を上限に支援を行います。（1団体に対しては、2テー
マ 100万円を上限）
【募集期間】4 月 15日（水）～ 30日（木）
【申請・問合せ先】　農林水産課農業振興係　☎ 0964（26）5516

H27 年度くまもと里モンプロジェクト
（活動団体支援） 募集開始のお知らせ
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　１月 31日（土）から２月 22日（日）までに開催した「第２回上天草トレッキン
グフェスティバル」で、６コース（内１コースは雨天中止）を４人が踏破しました。
　また、フェスティバルに合わせ、各種コンテストを実施しました。

■踏破者（敬称略）
　　内村又雄（第１回目から連続での踏破者）、小島好晴、野田浩、米崎次男

■その他コンテスト表彰者（敬称略）
　○菜の花絵手紙　　　菊次路子、吉原祐子、江崎夫美、斎藤のり子、
　　　　　　　　　　　志垣三枝、鹿子木與子、瀬口フミ、瀬尾秀子、
　　　　　　　　　　　大庭洋子、武田禮子
　○フォト　優秀賞　　釣出満彦、山川信雄
　○川柳　　佳作　　　山川信雄

■問合せ先　観光おもてなし課観光振興係　☎ 0964（26）5512

第２回上天草トレッキングフェスティバル踏破認定者
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お知らせ

　介護保険制度が始まって以来の大幅な見直しが実施されます。
　今回の改正は、第６期介護保険事業計画（平成 27 ～ 29 年度）の策定に伴う保険料の
見直しや、施設負担の見直しなど、多岐にわたる改正が行われます。
　主な制度改正の内容は以下のとおりです。

平成27年 4月から
介護保険制度が変わります
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平成 27年度保育料徴収基準額表（２号認定・３号認定）
保育料徴収基準額（単位：円）

階層
区分 定義

3 歳未満児（３号認定） 3 歳以上児（２号認定）

保育標準時間 保育短時間 保育標準時間 保育短時間

第１ 生活保護世帯 0 0 0 0 

第 2-1 市町村民税非課税世帯
（母子・父子・在宅障がい者がいる世帯） 0 0 0 0 

第 2-2 市町村民税非課税世帯
（上記以外の世帯） 5,000 5,000 4,000 4,000 

第 3-1 所得割課税額　48,600 円未満
（母子・父子・在宅障がい者がいる世帯） 9,000 8,900 7,000 6,900 

第 3-2 所得割課税額 48,600 円未満
（上記以外の世帯） 12,000 11,800 10,000 9,800 

第４ 所得割課税額　97,000 円未満 18,000 17,700 16,000 15,700 

第５ 所得割課税額　169,000 円未満 28,000 27,600 25,000 24,600 

第６ 所得割課税額　301,000 円未満 36,000 35,400 28,000 27,500 

第７ 所得割課税額　397,000 円未満 42,000 41,300 33,000 32,400 

第８ 所得割課税額　397,000 円以上 42,000 41,300 33,000 32,400 

注１　年齢は、年度初日の年齢です。満３歳に到達した日の属する年度中の保育料は、満３歳未満の保育料です。
注２　同一世帯の２人以上の児童が同時に入所する場合、２人目の児童は半額、３人目以降の児童は無料です。
注３　保護者が扶養している満 18 歳未満の児童のうち、第３子以降で満３歳未満の児童が入所する場合、その児童は無料で

す。（熊本県多子世帯子育て支援事業補助金による。第７階層、第８階層を除く）
注４　階層区分は、４月分から８月分は前年度分の市民税、９月分から翌年３月分は当年度分の市民税により決定します。
注５　市民税所得割課税額を計算する際、調整控除以外の税額控除（配当控除、住宅借入金等特別税額控除、寄付金税額控除

等）は適用されません。
注６　平成 26 年度の保育所保育料は、所得税（平成 23 年分所得税から廃止された年少扶養控除等の上乗せ部分を適用して

所得税額を再計算したもの）により決定しています。
注７　この保育料の他、各園により教材費や行事費などの実費等の負担が必要な場合があります。

※平成 27年度保育料徴収基準額表（１号認定）は、別途、お知らせします。
■問合せ先　福祉課子育て支援係　☎ 0969（28）3351

　この他にも、平成 27年度から順次制度改正が行われますので、
　詳しい内容は、今後、市ホームページなどでお知らせしていきます。
　介護保険制度に係る経費が増加する中、制度を維持するため、ご理解とご協力をお願いします。

■問合せ先　高齢者ふれあい課　☎ 0969（28）3360

　原則、要介護３～５の人に入所が限られ、要介護１・２の人は新規には入所ができません。
※すでに入所している、要介護１・２の人はそのまま入所ができます。また、やむを得ない事情など（認知症など）
で在宅生活が著しく困難な場合については入所が認められる場合があります。

平成 27年４月から、特別養護老人ホームへの新規入所は、原則として要介護３
以上の人が対象となります。1

　第６期介護保険事業計画に基づき、介護保険料が変更となります。また、国が示す保険料の負担段階基準が６段階
から、原則９段階に変更となることが予定されているため、当市も９段階に移行する予定です。

平成 27年４月から、介護保険料が変更されます。2

　２割負担の対象は、本人の合計所得が160万円以上の人となります。（※その他、同一世帯の要件などがあります。）
要介護認定を受けた人全員に、利用者負担（１割または２割）が記載された「介護保険負担割合証」が発行されます。

平成 27年８月から、一定以上の所得のある人の、介護保険利用負担額が２割に
なります。3

　低所得の施設利用者のうち、配偶者が住民税課税者である場合、または預貯金等が一定額（単身世帯の場合 1,000
万円、夫婦 2,000 万円）を超える場合は対象となりません。

平成 27年８月から、施設および短期入所サービスを利用している人の食費・居
住費補助の適用要件が変更となります。4

　介護報酬の改定により、平成 27年４月より、介護サービスを利用した時に支払う金額が変更されます。

介護保険サービスを利用した時の利用負担がかわります。5
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月日 地　区 時　間 場　所

5
月
8
日
（
金
）

龍ヶ岳町

大道
09：00～ 09：20 大道出張所横駐車場
09：30～ 09：50 民俗資料館前

高戸
10：00～ 10：15 龍ヶ岳統括支所前
10：25～ 10：45 東風留集会所前

樋島
11：00～ 11：15 樋島老人福祉センター駐車場
11：25～ 11：35 下桶川集会所前

姫戸町

二間戸 13：10～ 13：40 二間戸団地集会所前

姫浦
13：55～ 14：25 姫戸統括支所前
14：35～ 14：50 永目港駐車場
15：00～ 15：15 牟田公民館前

5
月
20
日
（
水
）

松島町

教良木
内野河内

09：00～ 09：10 大平公民館前
09：20～ 09：30 山浦公民館前
09：40～ 09：50 旧和光園老人ホーム跡地
10：00～ 10：15 野々川公民館前
10：20～ 10：30 教良木河内出張所前
10：40～ 10：55 内野河内集会所前
11：05～ 11：15 星平公民館前
11：20～ 11：30 永野様宅前
11：40～ 11：50 後山バス停付近

今泉
13：10～ 13：20 知十公民館前
13：30～ 13：40 3支部公民館前
13：50～ 14：05 1・2支部公民館前

合津 14：15～ 14：30 6支部公民館前

5
月
21
日
（
木
）

松島町

阿村

09：00～ 09：15 阿村第 1公民館前
09：25～ 09：50 阿村出張所前
10：00～ 10：10 阿村漁協入口
10：20～ 10：30 阿村第 6公民館前

合津

10：40～ 10：55 5支部公民館前

11：05～ 11：30 旧保健センター跡地
（旧松島庁舎跡地前）

13：00～ 13：25 11支部公民館前

13：35～ 13：45 合津港駐車場
（ヘアーステーションモトセ前）

13：55～ 14：10 旧竜宮荘社員寮跡地
14：20～ 14：40 樋合漁協前

　

　犬（生後 91日以上）を飼う場合は、登録（犬の生涯一度）と
毎年の狂犬病予防注射が飼い主に義務付けられています。必ず登
録し、狂犬病予防注射を受けましょう。
　個別に病院で注射を受ける場合は、注射を受けた際に病院から
発行される「狂犬病予防注射済証」を持参の上、各庁舎の窓口（大
矢野窓口センター、市民課、姫戸・龍ヶ岳各統括支所）で必ず届
出を行ってください。
　犬の新規登録および狂犬病予防注射済票の交付などは、随時受
け付けていますので、ご不明な点などはお問い合わせください。

【料金】
１　すでに登録している場合…3,100 円
　　（狂犬病予防注射料 2,600 円　注射済票交付手数料 500円）
２　新規登録の場合……………6,100 円
　　（登録料 3,000 円　狂犬病予防注射料 2,600 円
　　　　注射済票交付手数料 500円）
※犬に異常が見られる場合は、獣医師の判断で注射を取り止める
場合がありますので、ご了承ください。

【問合せ先】環境衛生課衛生係　☎ 0964 （26） 5524

【平成 27年度狂犬病予防注射日程表】�

犬の新規登録と狂犬病予防注射を実施します
　市では、日常生活から発生する生ごみを、
自宅で減量またはリサイクルしていただくた
め、生ごみ処理機器を購入する人に対して、
購入費用の一部を補助します。
【申請受付】
○随時受付。ただし予算額に達するまで
【補助対象物】
○電動式生ごみ処理機・・・乾燥または微生
物の活動により、生ごみを減量化または分
解する電動式のもの。ただし、ディスポー
ザー式を除く。
○生ごみ堆肥化容器・・・屋外に設置するコ
ンポストや屋内に設置する密閉式容器など
で生ごみを分解する非電動式のもの。

【補助金額】
○電動式生ごみ処理機・・・購入金額の２分
の１で、３万円を限度（１世帯当たり１基
まで）
○生ごみ堆肥化容器・・・購入金額の２分の
１で、１万円を限度（１世帯当たり２基ま
で）

【補助対象者】
○市内に住所を有し、かつ、居住している人
○購入した機器を常に良好な状態で維持管理
できる人
○使用状況についての立入検査および照会に
協力できる人

【申請方法】
　生ごみ処理機器を購入する前に、次のもの
を持参して、環境衛生課（大矢野庁舎）、市
民課（松島庁舎）、姫戸・龍ヶ岳各統括支所
で申請を行ってください。
○印鑑
○購入予定の生ごみ処理機器の見積書
○未納がない証明書（各庁舎などの窓口で取
得できます。）

【注意事項】
○電動式生ごみ処理機の補助金申請について
は、過去５年間に電動式生ごみ処理機の補
助金申請を行っていない世帯に限ります。
○補助金は、予算額に達し次第終了となりま
す。補助が必ず受けられるとは限りません
ので、電話などでご確認の上、申請を行っ
てください。
○申請に当たっては、必ず「上天草市生ごみ
処理機器購入費補助金交付規則」をご確認
ください。
○「上天草市生ごみ処理機器購入費補助金交
付規則」は市ホームページからダウンロー
ドするか、上記申請窓口で受け取ってくだ
さい。

【問合せ先】　環境衛生課衛生係
　　　　　　☎0964（26）5524

　市では、市民による新エネルギーの利用を
促進し、地球規模での環境問題である地球温
暖化防止に貢献するため、住宅に太陽光発電
システムを設置する人に対して、設置費用の
一部を補助します。

【申請受付期間】
　平成28年1月29日（金）まで（先着順）
○受付時間：平日の午前8時30分～午後5時
※ただし、予算（10件）がなくなり次第終
了します。補助が必ず受けられるとは限り
ませんので、電話などでご確認の上、申請
を行ってください。

【補助金額】
　対象システム1件当たり8万円

【補助対象者】
　本市に居住し、または実績報告時までに対
象住宅に住民登録を有し、自ら居住する専用
住宅または併用住宅（賃貸用を除く。）に住
宅用太陽光発電システム（新品）を設置する
人で、次の要件を満たす個人とします。
○平成28年3月10日までに、対象システム
の設置が完了できる人（完了とは、電力会
社との対象システムの電力受給の開始をも
っていう。）

○太陽電池の公称最大出力が10キロワット
未満のものを設置する人

○住宅用太陽光発電システムを対象住宅に未
設置の人および設置工事を行っていない人

　（既設のシステムに対する増設、取替など
は補助の対象とはなりません。）

○電力会社と電力受給に関する契約を締結で
きる人

○市税などの滞納がない人
※詳しくは、市ホームページで「上天草市住
宅用太陽光発電システム設置費補助金交付
要綱」をご確認ください。

【申請方法】
　申請書に必要な書類を添付の上、環境衛生
課まで持参してください。（郵送または FAX
による受付はしません）申請書の様式は、環
境衛生課または市民課、姫戸・龍ヶ岳各統括
支所で受け取るか、市ホームページからダウ
ンロードしてください。

【問合せ先】　環境衛生課環境係
　　　　　　☎0964（26）5541

住宅用太陽光発電システム
の 設 置 費 を 補 助 し ま す

生 ご み 処 理 機 器 の
購入費を補助します

月日 地　区 時　間 場　所

5
月
22
日
（
金
）

大矢野町

湯島 10：40～ 11：30 湯島港待合所前

維和

14：00～ 14：10 下山公民館前
14：20～ 14：30 千束会館前
14：40～ 14：50 維和出張所前
15：00～ 15：10 梅の木神社前
15：20～ 15：35 蔵々公民館前

5
月
25
日
（
月
）

大矢野町 登立

09：00～ 09：20 登立バス停前（田中運送前）
09：30～ 09：40 双原香取神社前
09：50～ 10：00 船江旧バンブランド前
10：10～ 10：20 岩谷・岩谷商店前
10：30～ 10：40 白涛えびす屋前
10：50～ 11：00 成合津坂田ハイツ前
11：10～ 11：25 本郷札の木バス停前
13：15～ 13：30 尾越崎公民館前
13：40～ 14：00 四郎丸公民館前
14：10～ 14：25 大潟公民館前
14：35～ 14：45 治郎田公民館前

5
月
26
日
（
火
）

大矢野町 中

09：00～ 09：15 宮津神社前
09：25～ 09：35 大矢野中学校プール横
09：45～ 09：55 中北小学校正門前
10：05～ 10：15 野米公民館前
10：25～ 10：35 貝場消防倉庫前
10：45～ 11：00 前平公民館前
11：10～ 11：20 中公民館前
11：30～ 11：40 江後公民館前
13：10～ 13：20 瀬高公民館前
13：30～ 13：40 満越公民館前
13：50～ 14：00 新開公民館前
14：10～ 14：30 柳港広場

5
月
27
日
（
水
）

大矢野町 上

09：10～ 09：30 江樋戸港駐車場（江樋戸郵便局そば）
09：40～ 10：00 上公民館前
10：10～ 10：20 馬場公民館前
10：30～ 10：45 田端公民館前
10：55～ 11：10 賤の女公民館前
11：20～ 11：30 串公民館前
13：10～ 13：40 大手原バス停前
13：50～ 14：00 野釜前バス停前
14：10～ 14：20 鳩の釜消防倉庫前
14：35～ 15：00 市役所大矢野庁舎駐車場
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お知らせ

　

こんにちは、
地域包括支援センターです

「自分自身に関心をもって、
 健康を保つために」

　誰もが、いつまでもいきいきと過
ごし、自分らしい生き方や暮らしを
楽しみたいと思っています。そのた
めには、心もからだもできるだけ長
く健康を保ち続けることが何よりも
重要です。
　しかし、からだの機能は、少しず
つ変化します。少し歩きづらい、疲
れやすいなどと感じた時、年のせい
だからと諦めて、これまで行ってい
た活動や外出をしなくなると、活動
量が低下し筋力が衰えたり関節が固
くなったりします。そればかりか、
食欲が減り食事量や質が低下するこ
とで、栄養不足となり、体力が落ち、
気力や意欲が低下するなど、悪循環
に陥ってしまいます。こうなると、
ちょっとした不調から、日常生活に
支障が起こってしまい、介護が必要
な状態になっていってしまうのです。
　市では、65歳以上の人を対象に、
介護を受ける状態になるおそれの高
い人を把握する事業を行っています。
お手元に調査票（基本チェックリス
ト）が届いたら、アンケートにお答
えいただき、提出してください。自
分の生活機能の状態を確認できるよ
うに、個人結果表をお渡しする予定
です。介護を受ける状態になるおそ
れが高いと判定されても、悪循環を
断ち切ることで健康を保ち続ける事
ができます。個人結果表には、ひと
りひとりへのアドバイスや必要な介
護予防の事業をご案内します。自分
の生活機能の状態を正しく把握し、
自分の能力にあった介護予防に取り
組み、健康を保って自分らしい生き
方を楽しみましょう。

【問合せ先】
地域包括支援センター
☎ 0969（28）3378

広報特
派員報報特報特報

募集

平成２７年度
広報特派員を募集します

■活動内容
○地域の情報や話題の提供と取材、その写真と記事の寄稿（年１、２回）
○広報特派員会議への出席（年１、２回）
■応募資格
○特派員としての活動ができる市内在住の 18歳以上の人
○カメラなど取材に必要な機材を用意できる人
■募集人員
　13人
■委嘱期間
　委嘱の日から平成 28年３月 31日まで
■謝礼
　　図書カード（5,000 円分）を支給します。ただし、会議などへの出席
にかかる費用は自己負担となります。
■募集期間
　４月 15日（水）から５月 15日（金）午後５時まで
　※郵送の場合は５月１５日の消印有効
■応募方法
　　申請書に必要事項を記入し、郵送、持参または電子メールで総務課まで
応募してください。申請書は、総務課、市民課、姫戸・龍ヶ岳各統括支所
に備え付けてあります。市ホームページからのダウンロードも可能です。
　　【市ＨＰアドレス】http://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp/
　　【メールアドレス】soumu@city.kamiamakusa.lg.jp
■申込・問合せ先
　総務課秘書広報係　☎ 0964（26）5525

　広報紙、ホームページにおいて、市民参画による新鮮で魅力ある地域情報
の提供を推進するために、上天草市広報特派員を募集します。文章を書くの
が苦手という人や、写真に自信が無いという人でも広報担当者が協力して取
り組みますので、興味のある人は安心してご応募ください。

子ども医療費助成制度の
　　　対象年齢を拡大します
　子どもの健康の向上と子育て支援の増進を図ることを目的として、子ども
に対する医療費の一部負担金を助成していますが、少子化が進む中で、子育
て世帯の経済的負担を軽減するため、「平成 27年 6月診療分から」助
成対象年齢を「小学校 3年生まで」から「小学校 6年生まで」に引
上げます。
　小学校 3年生までで「子ども医療費受給者証」をお持ちの人には、5月
中に「受給者証」を送付しますので、6月 1日から市内の医療機関を受診
するときは、新しい受給者証を窓口に提示してください。
　新たに対象となる人（小学 4～ 6年生）には、申請書を送付しますので、
必ず申請してください。申請手続き後、受給者証を送付します。
■問合せ先　福祉課子育て支援係　☎ 0969（28）3351

平成 27 年度上天草市まちづくり事業を募集します

まちづくり実践発表会および
平成 27年度まちづくり事業説明会

　平成 26年度にまちづくり事業に取り組んだ団体が活動内容およびそ
の成果の発表を行います。併せて、平成 27年度まちづくり事業につい
て事業説明を実施しますので、ご参加ください。
【日時】　４月 24日（金）午後２時～
【場所】　大矢野庁舎書庫棟２階会議室
【内容】　○まちづくり実践発表（２団体）※発表順ではありません

・教良木河内活性化協議会（淘汰山森林学習教室づくり（山
里探訪シリーズ一環））

・ＮＰＯ法人　おかげさまで（高齢者憩いの場および宅配
おかず弁当拠点整備事業）

　　　　○平成 27年度まちづくり事業の説明
【問合せ先】企画政策課まちづくり・統計係
　　　　　 ☎ 0964（26）5539

　市では、地域の活性化に向けて、地域団体などが行う、
自らが地域の課題の解決に向けた取組方法を考え、それ
を実行する「自助自立のまちづくり」事業を募集します。
■募集期間　４月 24日（金）～５月 29日（金）（予定）
■対象事業および助成額など
　　27年度内に完了可能な以下の事業に対して助成を
行います。
⑴団体などが持続可能な活動で、地域住民などに波及
効果があるまちづくり事業に係る事業計画書（まち
づくり計画）の策定およびそのための調査研究事業
※助成率は事業費の 10分の 10以内、助成限度額
は 10万円。

⑵まちづくり計画に基づくハード事業
※地域団体の助成率は事業費の 10 分の 10 以内、
ＮＰＯ法人などの法人の助成率は事業費の５分の
４以内、ともに助成限度額は 500万円。

【例】○まちづくり活動の拠点整備および地域間の交流施
設整備事業など

　　○街並みの景観に配慮したファザード（建物の正面）
の改修、植栽などの景観形成事業など

　　○地域の伝統、文化、郷土芸能、環境保全など
　　○その他、地域の特性および資源を活かしたまちづ

くり事業など
⑶まちづくり計画に基づくソフト事業
※助成率は事業費の５分の４以内、助成限度額は
50万円。

⑷地域のまちづくりの推進に助言を与えるアドバイ
ザーの招へいなど人材育成に関する事業

※助成率は事業費の 10分の 10以内、助成限度額は
25万円。

※「過去（平成 17～ 26年度）に採択された同一団
体による同一事業」、「宗教的活動、政治的活動、専
ら特定の団体などの利益を追求する事業、公序良俗
に反する事業など」、「まちづくり団体などの組織や
施設の運営に係る経費」は対象外とします。

　　また、採択に当たっては、申請書類などの提出後、
上天草市まちづくり事業推進運営委員会で審査の
上、助成金の交付を決定します。

　　なお、審査結果は、市ホームページなどで公表し
ます。

■助成対象者
⑴地域の活力の維持・活性化に向けた取組みを行う地
域団体

⑵一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益
財団法人および特定非営利活動法人または商工会。
ただし、法人の申請の場合は、地域住民とともに地
域の活性化の推進を行う場合に限ります。

■応募方法
　　応募する場合は、事業の説明および申請に必要な書
類などをお渡ししますので、企画政策課までお問い合
わせください。
※応募を予定している団体は事前にご連絡ください。
　詳細は、市ホームページでもご覧いただけます。

■問合せ先
　企画政策課まちづくり・統計係
　☎ 0964（26）5539
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叶佳ちゃん
白虎くん
天孝くん

（平成21年12月13日生）

（平成22年12月30日生）

（平成26年11月1日生）

叶佳ちゃん

上天草市に在住している0～5歳のお子さんで①住所②子ども
の氏名③ふりがな④生年月日⑤保護者の氏名⑥子どもに対す
るコメント（30字以内・どなたからでも結構です）⑦連絡先を添
えて上天草市総務課秘書広報係（〒869ー3692上天草市大矢
野町上1514）まで送ってください。なお、写真の裏面には、お子
さんのお名前を記入してください。応募多数の場合は、先着順
に掲載となりますのでご了承ください。
※原則お写真の返却はいたしませんのでご了承ください。

かわいい子どもの写真を
募集しています！
かわいい子どもの写真を
募集しています！

市役所の開庁時間
月曜日～金曜日の
午前8時30分～午後5時15分
（ただし、祝･休日、年末年始を除く）

きょうか

はくと

てんこう

長瀨

　春の全国火災予防運動の一環として３月４日、あ
そか保育園幼年消防クラブの園児らが、同園から上
天草物産館さんぱーるまでの約１㌔を歩き防火パ
レードを行いました。
　園児らは消防署職員を先導に、「戸締り用心、火の
用心」の言葉に合わせ、拍子木を打ち鳴らしながら
防火を呼びかけました。さんぱーるでは鼓隊の演
奏をして「絶対に火遊びをしません」と防火の誓い
を宣言しました。

春の
全国火災予防運動

春の
全国火災予防運動

▲

あそか保育園幼年消防クラブの

　防火パレード

編  

集  

後  

記

人と海のふれあうまち人と海のふれあうまち

長長瀨瀨

●パパ

●ママ

長瀨 丈二さん

　　 恵理佳さん

家族が増えにぎやかになりました。3人ともすく
すく成長して、個性豊かに育ってね！！

大矢野町

◆保護者から

上天草市HP
再生紙を使用しています。
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